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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信方法であって、
　ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグ
ループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するステ
ップであり、前記周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各
々の端末デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し
、各スロットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用
し、各スロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、
ここでＮ＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜Ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグル
ープにより使用されるパイロット信号が、Ｋ個の異なるパイロット信号を含み、かつｓpi

lot
k（１≦ｋ≦Ｋ）で表されるセット内の要素であり、各スロットにおいて各グループ内

の任意の２つの端末デバイスにより使用されるパイロット信号が異なり、前記複数のグル
ープは前記セットの前記Ｋ個の異なるパイロット信号を共有する、ステップと、
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイス
に第１の指示情報を送出するステップであり、前記第１の指示情報は、前記第１の端末デ
バイスの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスによ
り使用されるパイロット信号とを決定するために使用される、ステップと、
　を含み、
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、
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　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号を含み、前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンス番
号は複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、前記複数の周波数ホッピングシーケン
スのうち任意の２つの長さは異なり、
　前記第１の指示情報は長さ指示情報をさらに含み、前記長さ指示情報は、前記第１の端
末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用され、前記第１の
端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスは前記第１の端末デバイスの前記周波数
ホッピングシーケンス番号及び前記長さに基づいて決定される、方法。
【請求項２】
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの識別子をさらに
含み、前記第１の端末デバイスの前記識別子は前記複数の周波数ホッピングシーケンスに
対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報をさらに含み、前記利用可能周波数帯
指示情報は、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数リソースを示すために使
用される、請求項１乃至２のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイス
に第１の指示情報を送出するステップは、
　前記ネットワークデバイスによりマルチキャスト方式で、同じ周波数ホッピングシーケ
ンスを使用する複数の端末デバイスに前記第１の指示情報を同時に送出するステップであ
り、前記複数の端末デバイスは前記第１の端末デバイスを含む、ステップ、又は
　前記ネットワークデバイスにより前記マルチキャスト方式で、前記Ｌ個の隣接スロット
において同じパイロット信号を使用する複数の端末デバイスに前記第１の指示情報を同時
に送出するステップであり、前記複数の端末デバイスは前記第１の端末デバイスを含む、
ステップ
　を含む、請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスが任意の他のスロットにおいて同じグループにグループ化され、あるいは、
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグループ内でない、請
求項１乃至４のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の指示情報はパイロット信号指示情報をさらに含み、前記パイロット信号指示
情報は、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を
示すために使用される、請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の端末デバイスは前記Ｌ個の隣接スロットにおいて同じパイロット信号を使用
し、あるいは、
　前記Ｌ個の隣接スロットのうち少なくとも２つにおいて前記Ｎ個の端末デバイスのうち
少なくともいくつかにより使用されるパイロット信号が異なる、請求項１乃至６のうちい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグ
ループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するステ
ップの前に、当該方法は、
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロット
の各々において前記複数のグループにグループ化するステップ
　をさらに含む、請求項１乃至７のうちいずれか１項に記載の方法。
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【請求項９】
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロット
の各々において前記複数のグループにグループ化するステップは、
　前記ネットワークデバイスにより、以下の条件、すなわち、チャネル条件、前記ネット
ワークデバイスと前記Ｎ個の端末デバイスの各々との間の距離、又は前記Ｎ個の端末デバ
イスの各々のパケット到着率、のうち少なくとも１つに基づいて、前記Ｎ個の端末デバイ
スを前記Ｌ個の隣接スロットの各々において前記複数のグループにグループ化するステッ
プ
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　送信方法であって、
　第１の端末デバイスにより、ネットワークデバイスにより送出される第１の指示情報を
受信するステップであり、前記第１の端末デバイスは、前記ネットワークデバイスにより
Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイ
スのうちの１つであり、ここでＮ＞２及びＬ≧２である、ステップと、
　前記第１の端末デバイスにより前記第１の指示情報に基づいて、前記第１の端末デバイ
スの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使
用されるパイロット信号とを決定するステップであり、前記パイロット信号は、前記複数
のグループにより共有されるセットのＫ個の異なるパイロット信号のうちの１つであり、
Ｋは、各スロットにおける各々の端末デバイスグループに含まれる端末デバイスの最大数
であり、２≦Ｋ＜Ｎである、ステップと、
　を含み、
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号を含み、前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンス番
号は複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、前記複数の周波数ホッピングシーケン
スのうち任意の２つの長さは異なり、
　前記第１の指示情報は長さ指示情報をさらに含み、前記長さ指示情報は、前記第１の端
末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用され、前記第１の
端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスは前記第１の端末デバイスの前記周波数
ホッピングシーケンス番号及び前記長さに基づいて決定される、方法。
【請求項１１】
　前記第１の端末デバイスにより前記第１の指示情報に基づいて、前記第１の端末デバイ
スの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使
用されるパイロット信号とを決定するステップは、
　前記第１の端末デバイスにより前記周波数ホッピングシーケンスと前記パイロット信号
との間のマッピング関係に基づいて、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより
使用される前記パイロット信号を決定するステップ、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバ
イスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するように構成された処理ユニットであ
り、前記周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各々の端末
デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し、各スロ
ットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用し、各ス
ロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、ここでＮ
＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグループによ
り使用されるパイロット信号が、Ｋ個の異なるパイロット信号を含み、かつｓpilot

k（１
≦ｋ≦Ｋ）で表されるセット内の要素であり、各スロットにおいて各グループ内の任意の
２つの端末デバイスにより使用されるパイロット信号が異なり、前記複数のグループは前
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記セットの前記Ｋ個の異なるパイロット信号を共有する、処理ユニットと、
　前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイスに第１の指示情報を送出するように
構成された送出ユニットであり、前記第１の指示情報は、前記第１の端末デバイスの周波
数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用される
パイロット信号とを決定するために使用される、送出ユニットと、
　を含み、
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号を含み、前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンス番
号は複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、前記複数の周波数ホッピングシーケン
スのうち任意の２つの長さは異なり、
　前記第１の指示情報は長さ指示情報をさらに含み、前記長さ指示情報は、前記第１の端
末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用され、前記第１の
端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスは前記第１の端末デバイスの前記周波数
ホッピングシーケンス番号及び前記長さに基づいて決定される、ネットワークデバイス。
【請求項１３】
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスにより送出される第１の指示情報を受信するように構成された受
信ユニットであり、前記端末デバイスは、前記ネットワークデバイスによりＬ個の隣接ス
ロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイスのうちの１
つであり、ここでＮ＞２及びＬ≧２である、受信ユニットと、
　前記第１の指示情報に基づいて、前記端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと各
スロットにおいて前記端末デバイスにより使用されるパイロット信号とを決定するように
構成された処理ユニットであり、前記パイロット信号は、前記複数のグループにより共有
されるセットのＫ個の異なるパイロット信号のうちの１つであり、Ｋは、各スロットにお
ける各々の端末デバイスグループに含まれる端末デバイスの最大数であり、２≦Ｋ＜Ｎで
ある、処理ユニットと、
　を含み、
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記端末デバイスの周波数ホッピングシー
ケンス番号を含み、前記端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンス番号は複数の周
波数ホッピングシーケンスに対応し、前記複数の周波数ホッピングシーケンスのうち任意
の２つの長さは異なり、
　前記第１の指示情報は長さ指示情報をさらに含み、前記長さ指示情報は、前記端末デバ
イスの前記周波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用され、前記端末デバイス
の前記周波数ホッピングシーケンスは前記端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケン
ス番号及び前記長さに基づいて決定される、端末デバイス。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、2017年1月26日に中国特許庁に出願され「TRANSMISSION　METHOD,　NETWORK
　DEVICE,　AND　TERMINAL　DEVICE」と題された中国特許出願第201710057303.0号に対す
る優先権を主張するものであり、該出願はその全体を本明細書において参照により援用さ
れる。
【０００２】
　［技術分野］
　本出願は通信分野に関し、より具体的には送信方法、ネットワークデバイス、及び端末
デバイスに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　無線通信システムでは、端末デバイスが低速で移動するとき、同じ周波数帯のチャネル
は時間の経過とともに有意に変化しない。端末デバイスが１つの周波数帯でのみ送信を行
う場合、チャネルの状態が悪いとき、正確な送信速度が効果的に確保できない。さらに、
同時であっても、異なる周波数帯の信号が通過するチャネルは有意に異なる。したがって
、端末デバイスは、異なる周波数帯を使用することにより隣接スロットにおいてデータを
送出することによって周波数ドメインにおけるダイバーシチを得て、送信性能を改善でき
る。この技術は、周波数ホッピング（Frequency　Hopping、ＦＨ）技術とも呼ばれる。各
スロットにおける端末デバイスの周波数ホッピング位置は、ネットワークデバイスにより
配信される周波数ホッピングシーケンスにより決定される。各端末デバイスの送信信頼性
は、周波数ホッピングシーケンスを適切に割り当てることにより効果的に改善できる。
【０００４】
　実際の適用において、複数の端末デバイスが同じ周波数ホッピングシーケンスを使用し
てよく、複数の端末デバイスは同時にネットワークデバイスにデータを送信し、したがっ
てネットワークデバイスは、各端末デバイス及び各端末デバイスにより送出されたデータ
を検出することができない。したがって、ネットワークデバイスにより端末デバイスを検
出する性能を改善できる解決策が早急に必要とされる。
【発明の概要】
【０００５】
　本願は、ネットワークデバイスにより端末デバイスを検出する性能を改善するための、
送信方法、ネットワークデバイス、及び端末デバイスを提供する。
【０００６】
　第１の態様によれば、送信方法が提供され、該方法は、
　ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグ
ループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するステ
ップであり、周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各々の
端末デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し、各
スロットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用し、
各スロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、ここ
でＮ＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜Ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグループ
により使用されるパイロット信号がＫ個の異なるパイロット信号を含むセット内の要素で
あり、各スロットにおいて各グループ内の任意の２つの端末デバイスにより使用されるパ
イロット信号が異なる、ステップと、
　ネットワークデバイスにより、Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイスに第１の
指示情報を送出するステップであり、第１の指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホ
ッピングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロッ
ト信号とを決定するために使用される、ステップと、を含む。
【０００７】
　第１の端末デバイスはＮ個の端末デバイスのうち任意の１つであることを理解されたい
。
【０００８】
　本願の本実施形態による送信方法において、端末デバイスが周波数ホッピングスキーム
を使用するとき、グループ内の各端末デバイスは異なるパイロット信号で構成され、全て
のグループはＫ個の（各グループは最大のＫ個の端末デバイスを含む）パイロット信号を
含むパイロットプールを共有する。したがって、本願の本実施形態による送信方法はパイ
ロット信号の総数を低減することができ、ネットワークデバイスにより端末デバイス（例
えば、第１の端末デバイス）を検出する性能を改善することができる。
【０００９】
　可能な一実装において、周波数ホッピングシーケンス指示情報は第１の端末デバイスの
周波数ホッピングシーケンス番号又は第１の端末デバイスの識別子を含み、第１の端末デ
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バイスの識別子（Identifier、ＩＤ）は第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケン
スに対応する。
【００１０】
　任意選択で、周波数ホッピングシーケンス番号は周波数ホッピングシーケンスと１対１
の対応にある。第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスは第１の端末デバイス
の周波数ホッピングシーケンス番号に基づいて決定されてよい。
【００１１】
　任意選択で、周波数ホッピングシーケンス番号は複数の周波数ホッピングシーケンスに
対応し、複数の周波数ホッピングシーケンスのうち任意の２つの長さは異なる。
【００１２】
　任意選択で、端末デバイスの識別子は周波数ホッピングシーケンスと１対１の対応にあ
る。第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスは第１の端末デバイスの識別子に
基づいて決定されてよい。
【００１３】
　任意選択で、端末デバイスの識別子は複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、複
数の周波数ホッピングシーケンスのうち任意の２つの長さは異なる。
【００１４】
　可能な一実装において、第１の指示情報は長さ指示情報及び／又は利用可能周波数帯指
示情報をさらに含み、長さ指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケン
スの長さを示すために使用され、利用可能周波数帯指示情報は、Ｌ個の隣接スロットにお
いて使用できる周波数リソースを示すために使用される。
【００１５】
　周波数ホッピングシーケンス番号が複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、ある
いは端末デバイスの識別子が複数の周波数ホッピングシーケンスに対応するとき、端末デ
バイスの周波数ホッピングシーケンスは、端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス番
号又は識別子及び長さに基づいて決定されてよい。
【００１６】
　任意選択で、周波数リソースは複数の連続する周波数帯を含む。
【００１７】
　任意選択で、利用可能周波数帯指示情報は、複数の連続する周波数帯の開始位置と、各
周波数帯により占有される帯域幅とを含んでよい。
【００１８】
　可能な一実装において、ネットワークデバイスにより、Ｎ個の端末デバイスの中の第１
の端末デバイスに第１の指示情報を送出するステップは、
　ネットワークデバイスによりマルチキャスト方式で、同じ周波数ホッピングシーケンス
を使用する複数の端末デバイスに第１の指示情報を同時に送出するステップであり、複数
の端末デバイスは第１の端末デバイスを含む、ステップ
　を含む。
【００１９】
　可能な一実装において、各グループ内の端末デバイスのうち少なくともいくつかが同じ
周波数ホッピングシーケンスを使用する。
【００２０】
　可能な一実装において、Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループに
グループ化された複数の端末デバイスが任意の他のスロットにおいて同じグループにグル
ープ化される。
【００２１】
　可能な一実装において、Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループに
グループ化された端末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグ
ループ内でない。
【００２２】
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　可能な一実装において、第１の指示情報はパイロット信号指示情報をさらに含み、パイ
ロット信号指示情報は、各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロ
ット信号を示すために使用される。
【００２３】
　可能な一実装において、ネットワークデバイスにより、Ｎ個の端末デバイスの中の第１
の端末デバイスに第１の指示情報を送出するステップは、
　ネットワークデバイスによりマルチキャスト方式で、Ｌ個の隣接スロットにおいて同じ
パイロット信号を使用する複数の端末デバイスに第１の指示情報を同時に送出するステッ
プであり、複数の端末デバイスは第１の端末デバイスを含む、ステップ
　を含む。
【００２４】
　可能な一実装において、第１の端末デバイスはＬ個の隣接スロットにおいて同じパイロ
ット信号を使用する。
【００２５】
　可能な一実装において、Ｎ個の端末デバイスのうち任意の２つの周波数ホッピングシー
ケンスは異なる。
【００２６】
　したがって、連続するスロットにおいて２つの端末デバイスを異なるグループにグルー
プ化することにより、初期送信及び再送信の双方において２つの端末デバイスが互いに衝
突する確率が低減できる。
【００２７】
　可能な一実装において、第１の端末デバイスはＬ個の隣接スロットのうち任意の２つに
おいて同じパイロット信号を使用する。
【００２８】
　すなわち、各端末デバイスに１つのパイロット信号のみ割り当てられる必要がある。こ
のように、パイロット信号の総数が低減でき、さらに、ネットワークにより端末デバイス
に対してパイロット信号を構成する複雑さが低減でき、ネットワークデバイスにより端末
デバイスを検出する性能が改善できる。
【００２９】
　可能な一実装において、Ｌ個の隣接スロットのうち少なくとも２つにおいてＮ個の端末
デバイスのうち少なくともいくつかにより使用されるパイロット信号が異なる。
【００３０】
　このように、端末デバイスを隣接スロットにおいて異なるグループにグループ化するこ
とにより、及び端末デバイスが隣接スロットにおいて異なるパイロット信号を使用するこ
とを可能にすることにより、端末デバイスが再グループ化され、パイロット信号が再割り
当てされ、それにより、初期送信及び再送信の双方において２つの端末デバイスが互いに
衝突する確率がさらに低減される。
【００３１】
　可能な一実装において、ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々にお
いて複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシ
ーケンスを決定するステップの前に、当該方法は、
　ネットワークデバイスにより、Ｎ個の端末デバイスをＬ個の隣接スロットの各々におい
て複数のグループにグループ化するステップ
　をさらに含んでよい。
【００３２】
　可能な一実装において、ネットワークデバイスにより、Ｎ個の端末デバイスをＬ個の隣
接スロットの各々において複数のグループにグループ化するステップは、
　ネットワークデバイスにより、以下の条件、すなわち、チャネル条件、ネットワークデ
バイスとＮ個の端末デバイスの各々との間の距離、又はＮ個の端末デバイスの各々のパケ
ット到着率、のうち少なくとも１つに基づいて、Ｎ個の端末デバイスをＬ個の隣接スロッ
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トの各々において複数のグループにグループ化するステップ
　を含む。
【００３３】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、端末デバイスとネットワークデバイスとの間の
距離に基づいて、互いに遠く離れた端末デバイスを１つのグループにグループ化する。こ
のように、グループ内の端末デバイスのチャネル間の相関が低減できる。
【００３４】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、チャネル条件に基づいて、比較的良好なチャネ
ル条件を有する端末デバイスと、比較的悪いチャネル条件を有する端末デバイスとを１つ
のグループにグループ化してよい。このように、信号対雑音比ギャップ（SNR　Gap）が形
成されて、シリアル（serial）干渉検出（逐次干渉キャンセル（Successive　Interferen
ce　Cancellation）、ＳＩＣ）の性能を高め得る。
【００３５】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、パケット到着率に基づいて、高いパケット到着
率を有する端末デバイスと低いパケット到着率を有する端末デバイスとを１つのグループ
にグループ化してよい。このように、サービストラフィックがグループ間でバランスされ
得る。
【００３６】
　上記で説明された「良好」、「悪い」、「遠い」、「近い」、「高い」、及び「低い」
はＮ個の端末デバイスを互いに比較することにより得られることを理解されたい。
【００３７】
　第２の態様によれば、送信方法が提供され、第１の端末デバイスにより、ネットワーク
デバイスにより送出される第１の指示情報を受信するステップであり、第１の端末デバイ
スは、ネットワークデバイスによりＬ個の隣接スロットの各々において複数のグループに
グループ化されたＮ個の端末デバイスのうちの１つであり、ここでＮ＞２及びＬ≧２であ
る、ステップと、第１の端末デバイスにより第１の指示情報に基づいて、第１の端末デバ
イスの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用
されるパイロット信号とを決定するステップと、を含む。
【００３８】
　可能な一実装において、第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み
、周波数ホッピングシーケンス指示情報は、第１の端末デバイスにより使用される周波数
ホッピングシーケンスを示すために使用される。
【００３９】
　可能な一実装において、周波数ホッピングシーケンス指示情報は第１の端末デバイスの
周波数ホッピングシーケンス番号又は第１の端末デバイスの識別子を含み、第１の端末デ
バイスの識別子は第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスに対応する。
【００４０】
　可能な一実装において、第１の端末デバイスにより第１の指示情報に基づいて、第１の
端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスに
より使用されるパイロット信号とを決定するステップは、
　第１の端末デバイスにより、周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて第１の端
末デバイスの周波数ホッピングシーケンスを決定するステップと、
　第１の端末デバイスにより周波数ホッピングシーケンスとパイロット信号との間のマッ
ピング関係に基づいて、各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロ
ット信号を決定するステップと、
　を含む。
【００４１】
　可能な一実装において、第１の指示情報はパイロット信号指示情報を含み、パイロット
信号指示情報は、各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信
号を示すために使用される。
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【００４２】
　可能な一実装において、第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指
示情報をさらに含み、利用可能周波数帯指示情報は、Ｌ個の隣接スロットにおいて使用で
きる周波数リソースを示すために使用され、長さ指示情報は、第１の端末デバイスの周波
数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用される。
【００４３】
　可能な一実装において、第１の端末デバイスはＬ個の隣接スロットのうち任意の２つに
おいて同じパイロット信号を使用する。
【００４４】
　第３の態様によれば、ネットワークデバイスが提供され、第１の態様又は第１の態様の
任意の可能な実装における方法を実行するように構成される。具体的に、ネットワークデ
バイスは、第１の態様又は第１の態様の任意の可能な実装における方法を実行するように
構成されたユニットを含む。
【００４５】
　第４の態様によれば、ユーザ装置が提供され、第２の態様又は第２の態様の任意の可能
な実装における方法を実行するように構成される。具体的に、ネットワークデバイスは、
第２の態様又は第２の態様の任意の可能な実装における方法を実行するように構成された
ユニットを含む。
【００４６】
　第５の態様によれば、ネットワークデバイスが提供され、ネットワークデバイスはメモ
リ及びプロセッサを含む。メモリは、コンピュータプログラムを記憶するように構成され
、プロセッサは、メモリからコンピュータプログラムを呼び出し、コンピュータプログラ
ムを実行するように構成され、それにより、ネットワークデバイスが第１の態様及び第１
の態様の任意の可能な実装における方法を実行することを可能にする。
【００４７】
　第６の態様によれば、ユーザ装置が提供され、ユーザ装置はメモリ及びプロセッサを含
む。メモリは、コンピュータプログラムを記憶するように構成され、プロセッサは、メモ
リからコンピュータプログラムを呼び出し、コンピュータプログラムを実行するように構
成され、それにより、ユーザ装置が第２の態様及び第２の態様の任意の可能な実装におけ
る方法を実行することを可能にする。
【００４８】
　第７の態様によれば、コンピュータ読取可能記憶媒体が提供され、コンピュータプログ
ラムを記憶するように構成され、コンピュータプログラムは、第１の態様及び第２の態様
、又は第１の態様及び第２の態様の任意の可能な実装における方法を実行するために使用
される命令を含む。
【００４９】
　第８の態様によれば、命令を含むコンピュータプログラムプロダクトが提供される。コ
ンピュータプログラムプロダクトがコンピュータ上で実行されると、コンピュータは、第
１の態様及び第２の態様、又は第１の態様及び第２の態様の任意の可能な実装における方
法を実行することが可能にされる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本願の一実施形態による送信方法の通信システムの概略図である。
【図２】本願の一実施形態による端末デバイスのグループ化の概略図である。
【図３】本願の別の実施形態による端末デバイスのグループ化の概略図である。
【図４】本願の更に別の実施形態による、端末デバイスのグループ化の概略図である。
【図５】本願の一実施形態による送信方法の概略フローチャートである。
【図６】本願の一実施形態によるパイロット信号及び周波数ホッピングシーケンスの割り
当ての概略図である。
【図７】本願の一実施形態による周波数ホッピングシーケンスの割り当ての概略図である
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。
【図８】本願の一実施形態によるパイロット信号及び周波数ホッピングシーケンスの割り
当ての概略図である。
【図９】本願の一実施形態によるパイロット信号及び周波数ホッピングシーケンスの割り
当ての概略図である。
【図１０】本願の一実施形態によるパイロット信号及び周波数ホッピングシーケンスの割
り当ての概略図である。
【図１１】本願の一実施形態によるネットワークデバイスの概略ブロック図である。
【図１２】本願の一実施形態による端末デバイスの概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下は、添付図面を参照して本願の技術的解決策を説明する。
【００５２】
　本明細書で使用する「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」及び「ユニッ
ト」などの用語は、コンピュータ関連のエンティティ、ハードウェア、ファームウェア、
ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、又は実行されているソフトウ
ェアを示すために使用される。例えば、コンポーネントは、これらに限られないが、プロ
セッサ上で動作するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレ
ッド、プログラム、及び／又はコンピュータであってよい。図に示されるように、コンピ
ューティングデバイス及びコンピューティングデバイス上で動作するアプリケーションの
双方がコンポーネントであってよい。１つ以上のコンポーネントがプロセス及び／又は実
行スレッド内に存在してよく、コンポーネントが１つのコンピュータに位置してよく、か
つ／あるいは２つ以上のコンピュータに分散されてよい。さらに、これらのコンポーネン
トは、種々のデータ構造を記憶する種々のコンピュータ読み取り可能媒体から実行されて
よい。例えば、コンポーネントは、ローカル及び／又はリモートプロセスを使用すること
によって、及び、例えば、１つ以上のデータパケットを有する信号（例えば、ローカルシ
ステム、分散システムにおいて、及び／又は信号を使用することにより他のシステムと相
互作用するインターネットなどのネットワークにわたり、別のコンポーネントと相互作用
する２つのコンポーネントからのデータ）に従って通信してよい。
【００５３】
　本願の実施形態は、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（Global
　System　for　Mobile　communications、ＧＳＭ）、符号分割多元接続（Code　Divisio
n　Multiple　Access、ＣＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多元接続（Wideband　Code
　Division　Multiple　Access　Wireless、ＷＣＤＭＡ）システム、汎用パケット無線サ
ービス（General　Packet　Radio　Service、ＧＰＲＳ）、ロングタームエボリューショ
ン（Long　Term　Evolution、ＬＴＥ）システム、ロングタームエボリューションアドバ
ンスト（Advanced　long　term　evolution、ＬＴＥ－Ａ）システム、ユニバーサル移動
体通信システム（Universal　Mobile　Telecommunication　System、ＵＭＴＳ）、又は次
世代通信システムなどの種々の通信システムに適用されてよいことを理解されたい。
【００５４】
　本願の実施形態は、端末デバイスを参照して実施形態を説明する。端末デバイスはまた
、ユーザ装置（User　Equipment、ＵＥ）、アクセス端末、加入者ユニット、加入者局、
移動局、移動コンソール、リモート局、リモート端末、モバイルデバイス、ユーザ端末、
端末、無線通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザ機器などと呼ばれることもある。
端末デバイスは、無線ローカルエリアネットワーク（Wireless　Local　Area　Network、
ＷＬＡＮ）内の局（Station、ＳＴＡ）であってよく、あるいはセルラーフォン、コード
レス電話セット、セッション開始プロトコル（Session　Initiation　Protocol、ＳＩＰ
）フォン、無線ローカルループ（Wireless　Local　Loop、ＷＬＬ）局、パーソナルデジ
タルアシスタント（Personal　Digital　Assistant、ＰＤＡ）デバイス、無線通信機能を
有するハンドヘルドデバイス、無線モデムに接続されたコンピューティングデバイス又は
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他の処理デバイス、車載デバイス、ウェアラブルデバイス、第５世代（fifth-generation
、５Ｇ）通信ネットワークなどの次世代通信システムにおける端末デバイス、又は将来の
進化型公衆陸上移動体ネットワーク（Public　Land　Mobile　Network、ＰＬＭＮ）にお
ける端末デバイスであってよい。
【００５５】
　限定でなく例として、本願の実施形態において、端末デバイスは代替的にウェアラブル
デバイスであってよい。ウェアラブルデバイスはウェアラブルスマートデバイスとも呼ば
れ、装着が可能であり、かつウェアラブル技術を適用することにより日常の装着をインテ
リジェントに設計することにより開発された、眼鏡、手袋、腕時計、衣服、又は靴などの
デバイスの総称である。ウェアラブルデバイスは、身体に直接装着されるか又はユーザの
衣服若しくはアクセサリに統合されるポータブルデバイスである。ウェアラブルデバイス
はハードウェアデバイスにとどまらず、ソフトウェアサポート、データ交換、クラウド相
互作用を通じて強力な機能を実現する。一般的なウェアラブルスマートデバイスには、ス
マートウォッチ又はスマートグラスなど、スマートフォンなしで全部又は一部の機能を実
現できるフル機能大型デバイスと、バイタルサイン監視のための種々のスマートバンド又
はスマートジュエリーなど、１つの特定タイプのアプリケーション機能のみに焦点を合わ
せ、スマートフォンなどの他のデバイスと一緒に使用される必要があるデバイスとを含む
。
【００５６】
　さらに、本願の実施形態は、ネットワークデバイスを参照して実施形態を説明する。ネ
ットワークデバイスは、モバイルデバイスと通信するように構成されたデバイスであって
よい。ネットワークデバイスは、ＷＬＡＮにおけるアクセスポイント（Access　Point、
ＡＰ）又はＧＳＭ若しくはＣＤＭＡにおける基地トランシーバ局（Base　Transceiver　S
tation、ＢＴＳ）であってよく、あるいはＷＣＤＭＡにおけるノードＢ（NodeB、ＮＢ）
であってよく、あるいはＬＴＥにおける進化型ノードＢ（Evolved　NodeB、eNB、又はeNo
deB）、又は将来の５Ｇネットワークにおける再生局（regeneration　station）若しくア
クセスポイント、又は車載デバイス、ウェアラブルデバイス、ネットワークデバイス、将
来の進化型ＰＬＭＮネットワークにおけるネットワークデバイス等であってよい。
【００５７】
　さらに、本願の実施形態において、ネットワークデバイスはセルのサービスを提供する
。端末デバイスは、セル内で使用される送信リソース（例えば、周波数ドメインリソース
又はスペクトルリソース）を使用することによりネットワークデバイスと通信する。セル
は、ネットワークデバイス（例えば、基地局）に対応するセルであってよい。セルは、マ
クロ基地局、又はスモールセル（small　cell）に対応する基地局に属し得る。本明細書
におけるスモールセルは、メトロセル（Metro　Cell）、マイクロセル（Micro　Cell）、
ピコセル（Pico　Cell）、フェムトセル（Femto　Cell）等を含み得る。スモールセルは
、小さいカバレッジ及び低い送信電力などの特徴を有し、高速データ送信サービスを提供
するために使用される。
【００５８】
　図１は、本願の一実施形態による無線通信システムの概略図である。図１に示すように
、通信システム１００はネットワークデバイス１０２を含む。ネットワークデバイス１０
２は、１つ以上のアンテナ、例えば、アンテナ１０４、１０６、１０８、１１０、１１２
、及び１１４を含んでよい。さらに、ネットワークデバイス１０２は、送信機チェーン及
び受信機チェーンをさらに含んでよい。当業者は、送信機チェーン及び受信機チェーンの
双方が信号送出及び受信に関連した複数のコンポーネント（例えば、プロセッサ、変調器
、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、又はアンテナ）を含んでよいことを理解
し得る。
【００５９】
　ネットワークデバイス１０２は、複数の端末デバイス（例えば、端末デバイス１１６及
び端末デバイス１２２）と通信し得る。しかしながら、ネットワークデバイス１０２は、
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端末デバイス１１６又は端末デバイス１２２と同様の任意数の端末デバイスと通信してよ
いことが理解され得る。端末デバイス１１６及び１２２の各々は、例えば、セルラーフォ
ン、スマートフォン、ポータブルコンピュータ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘル
ドコンピューティングデバイス、衛星無線装置、全地球測位システム、ＰＤＡ、及び／又
は無線通信システム１００内で通信を実行するように構成された任意の他の適切なデバイ
スであってよい。
【００６０】
　図１に示すように、端末デバイス１１６はアンテナ１１２及び１１４と通信する。アン
テナ１１２及び１１４は、フォワードリンク（下りリンクとも呼ばれる）１１８を使用す
ることにより端末デバイス１１６に情報を送出し、リバースリンク（上りリンクとも呼ば
れる）１２０を使用することにより端末デバイス１１６から情報を受信する。さらに、端
末デバイス１２２はアンテナ１０４及び１０６と通信する。アンテナ１０４及び１０６は
、フォワードリンク１２４を使用することにより端末デバイス１２２に情報を送出し、リ
バースリンク１２６を使用することにより端末デバイス１２２から情報を受信する。
【００６１】
　例えば、周波数分割複信（Frequency　Division　Duplex、ＦＤＤ）システムにおいて
、フォワードリンク１１８及びリバースリンク１２０が異なる周波数帯を使用してよく、
フォワードリンク１２４及びリバースリンク１２６が異なる周波数帯を使用してよい。
【００６２】
　別の例として、時分割複信（Time　Division　Duplex、ＴＤＤ）システム及び全二重（
Full　Duplex）システムにおいて、フォワードリンク１１８及びリバースリンク１２０は
同じ周波数帯を使用してよく、フォワードリンク１２４及びリバースリンク１２６は同じ
周波数帯を使用してよい。
【００６３】
　通信のために設計された各アンテナ（又は複数のアンテナを含むアンテナグループ）及
び／又はエリアは、ネットワークデバイス１０２のセクタと呼ばれる。例えば、アンテナ
グループは、ネットワークデバイス１０２のカバレッジエリア内のセクタ内の端末デバイ
スと通信するように設計されてよい。ネットワークデバイスは、単一アンテナ又はマルチ
アンテナ送信ダイバーシチを使用することにより、対応するセクタ内の全ての端末デバイ
スに信号を送出し得る。ネットワークデバイス１０２がフォワードリンク１１８及び１２
４を使用することにより端末デバイス１１６及び１２２とそれぞれ通信するとき、ネット
ワークデバイス１０２の送信アンテナはビームフォーミングを通じてフォワードリンク１
１８及び１２４の信号対雑音比を増加させ得る。さらに、ネットワークデバイスが単一ア
ンテナ又はマルチアンテナ送信ダイバーシチを使用することにより全ての端末デバイスに
信号を送出する方式と比較して、この方式は、ネットワークデバイス１０２がビームフォ
ーミングを通じて関連するカバレッジエリア内にランダムに分散された端末デバイス１１
６及び１２２に信号を送出するとき、近隣セル内のモバイルデバイスへの干渉を低減し得
る。
【００６４】
　所与の時間内で、ネットワークデバイス１０２、端末デバイス１１６、又は端末デバイ
ス１２２は、無線通信送出装置及び／又は無線通信受信装置であってよい。データを送出
するとき、無線通信送出装置は、送信のためにデータを符号化し得る。具体的には、無線
通信送出装置は、チャネルを使用することにより無線通信受信装置に送出される必要があ
る特定量のデータビットを取得し（例えば、生成し、他の通信装置から受信し、あるいは
メモリに記憶し）得る。データビットは、データのトランスポートブロック（又は複数の
トランスポートブロック）に含まれてよく、トランスポートブロックは、複数のコードブ
ロックを生成するためにセグメント化されてよい。
【００６５】
　さらに、通信システム１００は、ＰＬＭＮネットワーク、Ｄ２Ｄネットワーク、Ｍ２Ｍ
ネットワーク、又は他のネットワークであってよい。図１は簡素化された概略図の一例に



(13) JP 6971321 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

過ぎない。ネットワークは図１に示されていない別のネットワークデバイスをさらに含み
得る。
【００６６】
　本願の本実施形態において、通信システム１００はグラントフリー（grant-free）通信
システムであってよい。グラントフリー送信は、ユーザデータ上りリンク送信がネットワ
ークデバイスの動的スケジューリングなしで実現できることを意味する。この目的のため
に、グラントフリー送信を実行する前、基地局は通常、事前に、端末のために利用可能な
グラントフリーリソース、例えば、上りリンクパイロットリソース及び時間周波数リソー
スを指定する必要があり、基地局は、端末により送出されたデータを受信するために、ブ
ラインド検出などの方法を使用する必要があり得る。ブラインド検出は、データが到着す
るかどうかが事前に不明であるとき、到着し得るデータに対して実行される検出と理解さ
れ得る。
【００６７】
　既存のグラントフリー上りリンク送信システムにおいて、ＵＥ送信の信頼性は、端末デ
バイスをグループ化し、周波数ホッピングシーケンスを適切に割り当てることにより改善
できる。ＵＥ送信の信頼性の改善に加え、ネットワークデバイスにより端末デバイスを検
出する性能が確保される必要がある。従来技術では、パイロット信号を検出することによ
り、上りリンク送信を実行する端末デバイスをネットワークデバイスが決定する解決策が
提供される。
【００６８】
　しかしながら、従来技術では、端末デバイスがグループ化された後に端末デバイスにパ
イロット信号を割り当てる解決策は提供されない。したがって、ネットワークデバイスに
より端末デバイスを検出する性能を改善するために、端末デバイスがグループ化された後
にパイロット信号を割り当てる設計解決策が早急に必要である。
【００６９】
　したがって、本願は送信方法を提供する。この方法において、端末デバイスはグループ
化周波数ホッピングスキームを使用し、グループ内の各端末デバイスは異なるパイロット
信号で構成され、全てのグループは、Ｋ個の（各グループは最大Ｋ個の端末デバイスを含
む）パイロット信号を含むパイロットプールを共有する。したがって、本願の本実施形態
による送信方法はパイロット信号の総数を低減することができ、ネットワークデバイスに
より端末デバイスを検出する性能を改善することができる。
【００７０】
　任意選択で、本願の本実施形態における送信方法において、ネットワークデバイスは、
最初、Ｎ個の端末デバイスをＬ個の隣接スロットの各々において複数のグループ（説明の
容易さのため以下でＧ個のグループとして示される）にグループ化してよい。Ｎ＞２、Ｌ
≧２、及びＧ≧２である。
【００７１】
　各グループは最大Ｋ個の端末デバイスを含んでよい。各スロットにおける各々の端末デ
バイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し、各スロッ
トにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用する。各ス
ロットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用するこ
とは、各スロットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数帯を使用す
ることを意味し得る。次いで、Ｇ個のグループはＧ個の異なる周波数帯に対応する。Ｇ個
の周波数帯は、システムチャネルリソースプール内のリソースの一部又は全部である。シ
ステムチャネルリソースプールはＦ個の周波数帯を含み、Ｆ≧Ｇである。各グループは、
上りリンク送信のためにグループに対応する周波数帯を使用する。
【００７２】
　チャネルリソースプールは、Ｌ個の隣接スロットにおいてＮ個の端末デバイスにより使
用できる周波数帯と理解され得る。
【００７３】
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　本願の本実施形態において、例えば、ネットワークデバイスはＮ個の端末デバイスを固
定グループ化方式でグループ化してよい。
【００７４】
　固定グループ化方式は、Ｌ個のスロットのうち１つにおいて１つのグループにグループ
化された複数の端末デバイスがさらに別のスロットにおいて１つのグループにグループ化
されるものと理解され得る。
【００７５】
　別の例として、ネットワークデバイスはＮ個の端末デバイスを再グループ化方式でグル
ープ化してよい。
【００７６】
　再グループ化方式は、Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグ
ループ化された端末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグル
ープ内でないものと理解され得る。あるいは、再グループ化方式は、Ｌ個のスロットのう
ち１つにおいて１つのグループにグループ化された複数の端末デバイスが別のスロットに
おいて複数のグループにグループ化されるものと理解され得る。これは、Ｌ個のスロット
のうち１つにおいて１つのグループにグループ化された全ての端末デバイスが別のスロッ
トにおいて同じグループ内でないこと、又は、Ｌ個のスロットのうち１つにおいて１つの
グループにグループ化された端末デバイスのうちいくつかが別のスロットにおいて１つの
グループにグループ化されるが、他の端末デバイスは他のグループにグループ化されるこ
とを意味する。
【００７７】
　限定でなく例として、Ｌ個のスロットのうち任意の１つについて、ＮがＧでちょうど割
り切れるとき、ネットワークデバイスはＮ個の端末デバイスを均等又は不均等にグループ
化してよい。
【００７８】
　例えば、Ｎ＝１６及びＧ＝４であり、Ｎ個の端末デバイスが均等にグループ化されると
き、任意のスロットについて、各グループ（又は各々の端末デバイスグループと呼ばれる
）は４つの端末デバイスを含んでよく、この場合、Ｋ＝４である。Ｎ個の端末デバイスが
不均等にグループ化されるとき、第１のグループ及び第２のグループは４つの端末デバイ
スを各々含んでよく、第３のグループは３つの端末デバイスを含んでよく、第４のグルー
プは５つの端末デバイスを含んでよく、この場合、Ｋ＝５である。
【００７９】
　限定でなく例として、Ｌ個のスロットのうち任意の１つについて、ＮがＧでちょうど割
り切れないとき、ネットワークデバイスは、Ｇ－１個のグループの各々が
【数１】

個の端末デバイスを含む方式でＮ個の端末デバイスをグループ化してよい。
【数２】

はＮ／Ｇの切り上げを表す。
【００８０】
　例えば、Ｎ＝１５及びＧ＝４であり、Ｎ＝４のとき、第１のグループから第４のグルー
プにおいて、３つのグループは４つの端末デバイスを各々含んでよく、残りのグループは
３つの端末デバイスを含む。
【００８１】
　本願の本実施形態において、不均等グループ化の具体的方式は限定されず、具体的な実
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装中の実際の状況に基づいて決定されてよいことを理解されたい。
【００８２】
　任意選択で、本願の本実施形態において、ネットワークデバイスは、以下の条件、すな
わち、
　チャネル条件、ネットワークデバイスとＮ個の端末デバイスの各々との間の距離、又は
Ｎ個の端末デバイスの各々のパケット到着率
　のうち少なくとも１つに基づいてＮ個の端末デバイスをグループ化してよい。
【００８３】
　限定でなく例として、ネットワークデバイスは、端末デバイスとネットワークデバイス
との間の距離に基づいて、互いに遠く離れた端末デバイスを１つのグループにグループ化
してよい。このように、グループ内の端末デバイスのチャネル間の相関が低減できる。
【００８４】
　例えば、図２を参照すると、端末デバイス１～４は互いに遠く離れており、ネットワー
クデバイスは４つの端末デバイスを１つのグループにグループ化してよい。端末デバイス
５～８は互いに遠く離れており、ネットワークデバイスは端末デバイス５～８を１つのグ
ループにグループ化してよい。端末デバイス９～１２は互いに遠く離れており、ネットワ
ークデバイスはこれらの４つの端末デバイスを１つのグループにグループ化してよい。
【００８５】
　限定でなく例として、ネットワークデバイスは、チャネル条件に基づいて、比較的良好
なチャネル条件を有する端末デバイスと比較的悪いチャネル条件を有する端末デバイスと
を１つのグループにグループ化してよい。このように、信号対雑音比ギャップ（SNR　Gap
）が形成されて、シリアル干渉検出（逐次干渉キャンセル（Successive　Interference　
Cancellation）、ＳＩＣ）の性能を高めることができる。
【００８６】
　例えば、図３を参照すると、端末デバイス２、６、及び９はネットワークデバイスに最
も近く、妨害されず、したがって、端末デバイス２、６、及び９は最良のチャネル条件を
有する。端末デバイス１、５、及び１２はネットワークデバイスから遠く離れているが妨
害されず、したがって、端末デバイス１、５、及び１２は準最適なチャネル条件を有する
。端末デバイス３、７、及び１１はネットワークデバイスから遠く離れており、妨害され
、したがって、端末デバイス３、７、及び１１は比較的悪いチャネル条件を有する。端末
デバイス４、８、及び１０はネットワークデバイスから遠く離れており、著しく妨害され
、したがって、端末デバイス４、８、及び１０は最悪のチャネル条件を有する。ＳＩＣ性
能を高めるために、ネットワークデバイスは、異なるチャネル条件を有する端末デバイス
を１つのグループにグループ化し、すなわち、端末デバイス１～４を１つのグループにグ
ループ化し、端末デバイス５～８を１つのグループにグループ化し、端末デバイス９～１
２を１つのグループにグループ化する。
【００８７】
　限定でなく例として、ネットワークデバイスは、パケット到着率に基づいて、高いパケ
ット到着率を有する端末デバイスと低いパケット到着率を有する端末デバイスとを１つの
グループにグループ化してよい。このように、サービストラフィックがグループ間でバラ
ンスされ得る。
【００８８】
　パケット到着率は、特定の期間内に端末デバイスにより送出されネットワークデバイス
により実際に受信されたパケット数の、該期間内に端末デバイスにより送出されたパケッ
ト数に対する比率を参照することを理解されたい。例えば、１０秒以内で、端末デバイス
により送出されたパケット数が１００であり、ネットワークデバイスにより実際に受信さ
れたパケット数が９０であり、したがって、パケット到着率は０．９である。
【００８９】
　例えば、図４を参照すると、端末デバイス１、８、及び９は比較的低いパケット到着率
を有し、端末デバイス２、５、及び１０は比較的高いパケット到着率を有し、端末デバイ



(16) JP 6971321 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

ス３、４、６、７、１１、及び１２は中程度のパケット到着率を有する。したがって、ネ
ットワークデバイスはパケット到着率に基づいて、端末デバイス１～４を１つのグループ
にグループ化し、端末デバイス５～８を１つのグループにグループ化し、端末デバイス９
～１２を１つのグループにグループ化してよい。
【００９０】
　上記で説明された「良好」、「悪い」、「遠い」、「近い」、「高い」、及び「低い」
はＮ個の端末デバイスを互いに比較することにより得られることを理解されたい。
【００９１】
　また、図３から図５に示される実施形態は、固定グループ化の場合に適用され得ること
を理解されたい。
【００９２】
　以下に、本願の実施形態における送信方法を詳細に説明する。
【００９３】
　図５は、本願の一実施形態による送信方法の概略フローチャートである。図５は、ネッ
トワークデバイスとＮ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイスとの間の送信の方法の
概略図である。第１の端末デバイスはＮ個の端末デバイスのうち任意の１つであることを
理解されたい。
【００９４】
　Ｓ５１０．ネットワークデバイスが第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス
を決定する。
【００９５】
　具体的に、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスの長さはＬである。周波
数ホッピングシーケンスは、上りリンク送信に使用される周波数リソースを決定するため
に第１の端末デバイスにより使用される。より具体的には、周波数ホッピングシーケンス
は、上りリンク送信に使用される周波数帯を決定するために第１の端末デバイスにより使
用される。例えば、Ｌ＝３であり、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスが
１２３である場合、システムは、周波数ホッピングシーケンスの中の番号とＦ個の周波数
帯との間の対応関係を予め設定してよい。例えば、周波数ホッピングシーケンスの中の番
号のシーケンスがＦ個の周波数帯を示すとき、周波数ホッピングシーケンスが１２３であ
ることは、上りリンク送信を実行するときに第１の端末デバイスがＬ個のスロットの中の
第１のスロットにおいてＦ個の周波数帯の中の第１の周波数帯を使用し、Ｌ個のスロット
の中の第２のスロットにおいてＦ個の周波数帯の中の第２の周波数帯を使用し、Ｌ個のス
ロットの中の第３のスロットにおいてＦ個の周波数帯の中の第３の周波数帯を使用するこ
とを示す。別の例として、周波数ホッピングシーケンスの中の番号の反転シーケンスがＦ
個の周波数帯を示すとき、周波数ホッピングシーケンスが１２３であることは、上りリン
ク送信を実行するときに第１の端末デバイスがＬ個のスロットの中の第１のスロットにお
いてＦ個の周波数帯の中の第３の周波数帯を使用し、Ｌ個のスロットの中の第２のスロッ
トにおいてＦ個の周波数帯の中の第２の周波数帯を使用し、Ｌ個のスロットの中の第３の
スロットにおいてＦ個の周波数帯の中の第１の周波数帯を使用することを示す。
【００９６】
　本願の本実施形態において、Ｎ個の端末デバイスは各スロットにおいてＧ個のグループ
にグループ化され、各スロットにおいてＧ個のグループの各々により使用されるパイロッ
ト信号は、Ｋ個の異なるパイロット信号を含むセット内の要素であり、各グループ内の任
意の２つの端末デバイスにより使用されるパイロット信号は異なる。
【００９７】
　Ｋ個の異なるパイロット信号を含むセットはパイロットプールと理解されてよく、ある
いはＫ個の異なるパイロット信号を含むパイロットプールと呼ばれてよい。
【００９８】
　すなわち、Ｇ個のグループにおいて、グループ内の各端末デバイスがＫ個のパイロット
信号のうち１つを使用し、グループ内の全ての端末デバイスにより使用されるパイロット
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信号は異なり、Ｇ個のグループはＫ個のパイロット信号を共有する。
【００９９】
　本願の本実施形態において、特に注記しない限り、説明された「各グループ」はＬ個の
隣接スロットのうちいずれか１つにおける各グループ、又はＬ個の隣接スロットの各々に
おける各グループを参照することを理解されたい。
【０１００】
　例えば、各グループがＫ個の端末デバイスを含む場合、各グループ内の第１の端末デバ
イスがＫ個のパイロット信号の中の第１のパイロット信号を使用してよく、グループ内の
第２の端末デバイスがＫ個のパイロット信号の中の第２のパイロット信号を使用してよく
、グループ内の第Ｋの端末デバイスがＫ個のパイロット信号の中の第Ｋのパイロット信号
を使用してよい。あるいは、各グループ内の第１の端末デバイスがＫ個のパイロット信号
の中の第Ｋのパイロット信号を使用してよく、グループ内の第２の端末デバイスがＫ個の
パイロット信号の中の第（Ｋ－１）のパイロット信号を使用してよく、グループ内の第Ｋ
の端末デバイスがＫ個のパイロット信号の中の第１のパイロット信号を使用してよい。こ
れは、グループ内の端末デバイスがＫ個のパイロット信号のうち任意の１つを再使用しな
いことを条件として、本願の本実施形態において限定されない。
【０１０１】
　第１の端末デバイスについて、第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号は
、第１の端末デバイスのグループ内の別の端末デバイスにより使用されるパイロット信号
と異なり、第１の端末デバイスは、Ｌ個の隣接スロットの各々においてＫ個のパイロット
信号のうち１つを使用する。第１の端末デバイスは、全てのスロットにおいて同じパイロ
ット信号を使用してよく、あるいは異なるスロットにおいて異なるパイロット信号を使用
してよい。
【０１０２】
　任意選択で、各グループ内の任意の２つの端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス
が同じであってよい。
【０１０３】
　例えば、ネットワークデバイスがＮ個の端末デバイスを固定グループ化方式でグループ
化するとき、各グループ内の任意の２つの端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスは
同じである。換言すれば、第１の端末デバイスと第１の端末デバイスのグループ内の別の
端末デバイスは同じ周波数ホッピングシーケンスを使用する。このように、各グループ内
の全ての端末デバイスがＬ個のスロットのうち任意の１つにおいて同じ周波数リソースを
使用してよい。例えば、各グループ内の全ての端末デバイスが同じ周波数帯で上りリンク
送信を実行してよい。
【０１０４】
　限定でなく例として、この場合、第１の端末デバイス、すなわち、Ｎ個の端末デバイス
のうち任意の１つが、Ｌ個の隣接スロットのうち任意の２つにおいて同じパイロット信号
を使用してよい。
【０１０５】
　例えば、各グループ内の全ての端末デバイスが同じ周波数ホッピングシーケンスを使用
するとき、第１の端末デバイスは、スロットｉ、スロットｉ＋１、．．．、及びスロット
ｉ＋Ｌ＋１として表される全てのＬ個の隣接スロットにおいてパイロット信号Ｓ（ｉ）を
使用する。
【０１０６】
　以下は、図６及び図７を参照して、各グループ内の任意の２つの端末デバイスの周波数
ホッピングシーケンスが同じであり、第１の端末デバイスがＬ個の隣接スロットのうち任
意の２つにおいて同じパイロット信号を使用する実施形態を説明する。
【０１０７】
　図６に示すように、チャネルは合計Ｆ個の周波数帯に分割され、Ｎ個の端末デバイスは
Ｆ個の周波数帯を使用し得る。ネットワークデバイスは、番号が（１，２，．．．，及び
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Ｎ）であるＮ個の端末デバイスをＧ（Ｇ≦Ｆ）個のグループにグループ化し、各グループ
はＫ＝Ｎ／Ｇ個の端末デバイスを含む。第ｇ（１≦ｇ≦Ｇ）のグループが、番号が（ｇ－
１）＊Ｋ＋１，（ｇ－１）＊Ｋ＋２，．．．ｇ＊Ｋである端末デバイスを含む。
【０１０８】
　長さがＬであり第ｇのグループ内の任意の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス
はｓhop

g＝［ｓhop
g,1，ｓhop

g,2，．．．，ｓhop
g,L］で表され、ここで１≦ｓhop

g,l≦
Ｆ、１≦ｌ≦Ｌである。ｓhop

g,lは、Ｆ個の周波数帯のうち１つを示すために使用される
。パイロット信号について、異なるグループ内の端末デバイスは互いに衝突しないため、
Ｇ個のグループはパイロット信号を共有してよく、したがって、パイロットプールはｓpi

lot
k（１≦ｋ≦Ｋ）で表され得る。ｍｏｄ（ｎ－１，Ｋ）＋１＝ｋを満たし、番号がｎ（

１≦ｎ≦Ｎ）である全ての端末デバイスがパイロット信号ｓpilot
kを使用してよい。Ｚ＝

ｍｏｄ（Ｘ，Ｙ）は、ＺがＸをＹで割った後に得られる余りであることを示す。
【０１０９】
　図３は、１つのスロットのみにおいて第１の端末デバイスにより使用される周波数ホッ
ピングシーケンス及びパイロット信号を示すことを理解されたい。Ｌ個のスロットの中の
別のスロットについて、第１の端末デバイスにより使用される周波数ホッピングシーケン
ス及びパイロット信号が図６に示される。
【０１１０】
　本願の本実施形態において、第ｇの端末デバイスグループについて、グループ内の任意
の端末デバイスが、周波数帯ｓhop

g,index_gで上りリンク送信を実行し得る。ｉｎｄｅｘ
＿ｇ＝ｍｏｄ（ｉｎｄｅｘ＿ｓｌｏｔ，Ｌ）＋１であり、ｉｎｄｅｘ＿ｓｌｏｔは現在ス
ロットのシーケンス番号を表す。
【０１１１】
　現在スロットのシーケンス番号が定義される方式は、本願の本実施形態において限定さ
れないことを理解されたい。例えば、現在スロットのシーケンス番号は、端末デバイスが
現在スロットまでにネットワークデバイスにアクセスしたスロットを含むスロットの総数
であってよい。例えば、端末デバイスはスロットインデックスが０であるスロットにおい
てネットワークデバイスにアクセスし、現在スロットのインデックスが２であり、したが
って、スロットの総数は３であり、現在スロットのシーケンス番号は３である。
【０１１２】
　図７は、端末デバイスにより上りリンク送信を実行する具体的な実装を示す。
【０１１３】
　図７に示すように、Ｌ個のスロットにおいて［ｓhop

g,1，ｓhop
g,2，．．．，ｓhop

g,L

］で示される周波数帯は、［周波数帯１、周波数帯３、．．．、及び周波数帯Ｆ］である
。Ｌ＝４と仮定する。スロットｉにおいて、第ｇのグループ内の各端末デバイスが周波数
帯１で上りリンク送信を実行する。スロットｉ＋１において、第ｇのグループ内の各端末
デバイスが周波数帯２で上りリンク送信を実行する。スロットｉ＋２において、第ｇのグ
ループ内の各端末デバイスが周波数帯Ｆで上りリンク送信を実行する。スロットｉ＋３に
おいて、第ｇのグループ内の各端末デバイスが周波数帯１で上りリンク送信を実行する。
【０１１４】
　説明の容易さのため、以下では、端末デバイスの数Ｎが１２であり、周波数帯の数Ｆが
３であり、周波数ホッピングシーケンスの長さＬが４であると仮定する。各スロットにお
いて、ネットワークデバイスは１２個の端末デバイスをＧ＝３個のグループにグループ化
し、各グループはＫ＝４個の端末デバイスを含む。なお、実際のシステムにおける端末デ
バイスの数、周波数帯の数、及び周波数ホッピングシーケンスの長さは任意の組み合わせ
であってよく、本願の本実施形態において上記数字は説明のための一例としてのみ使用さ
れることを理解されたい。
【０１１５】
　図８は、本願の別の実施形態による、端末デバイスが固定グループ化方式でグループ化
されるときに端末デバイスにより使用される周波数ホッピングシーケンス及びパイロット
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信号の概略図である。
【０１１６】
　図８に示すように、１～４と番号付けされた端末デバイスが１つのグループにグループ
化され、該グループはグループ１として示される。５～８と番号付けされた端末デバイス
が１つのグループにグループ化され、該グループはグループ２として示される。９～１２
と番号付けされた端末デバイスは１つのグループにグループ化され、該グループはグルー
プ３として示される。各グループ内の端末デバイスは、スロットｉ～スロットｉ＋３にお
いてそれぞれパイロット信号ｓpilot

1、ｓpilot
2、ｓpilot

3、ｓpilot
4を使用する。グル

ープ１内の各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスが１３２１と表されてよく、こ
れは、グループ１内の各端末デバイスが、スロットｉ～スロットｉ＋３においてそれぞれ
上りリンク送信のために周波数帯１、周波数帯３、周波数帯２、及び周波数帯１を使用す
ることを示す。グループ２内の各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスが２１３２
と表されてよく、これは、グループ２内の各端末デバイスがスロットｉ～スロットｉ＋３
においてそれぞれ上りリンク送信のために周波数帯２、周波数帯１、周波数帯３、及び周
波数帯２を使用することを示す。同様に、グループ３内の各端末デバイスの周波数ホッピ
ングシーケンスが３２１３と表されてよく、これは、グループ１内の各端末デバイスがス
ロットｉ～スロットｉ＋３においてそれぞれ上りリンク送信のために周波数帯３、周波数
帯２、周波数帯１、及び周波数帯３を使用することを示す。
【０１１７】
　各グループ内の任意の２つの端末デバイスは異なるパイロット信号を使用し、４つのグ
ループはパイロットプール｛ｓpilot

1，ｓpilot
2，ｓpilot

3，ｓpilot
4｝を共有すること

が習得できる。したがって、パイロット信号の総数が低減でき、ひいてはネットワークデ
バイスにより端末デバイスを検出する性能が改善できる。
【０１１８】
　任意選択で、各グループ内のいくつかの端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスが
同じであってよい。例えば、ネットワークデバイスがＮ個の端末デバイスを再グループ化
するとき、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスは同じグループ内の第２の
端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと同じであり得るが、同じグループ内の第３
の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスとは異なる。このように、各グループ内の
いくつかの端末デバイスがＬ個のスロットのうち任意の１つにおいて同じ周波数帯で上り
リンク送信を実行してよい。
【０１１９】
　任意選択で、Ｎ個の端末デバイスのうち任意の２つの周波数ホッピングシーケンスは異
なる。すなわち、各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスは一意である。例えば、
ネットワークデバイスがＮ個の端末デバイスを再グループ化するとき、全ての端末デバイ
スの周波数ホッピングシーケンスが異なってよい。
【０１２０】
　この場合、Ｎ個の端末デバイスのうち任意の１つ、すなわち第１の端末デバイスは、Ｌ
個の隣接スロットのうち任意の２つにおいて同じパイロット信号を使用してよく、あるい
は、Ｌ個の隣接スロットにおいてＮ個の端末デバイスのうち少なくともいくつかにより使
用されるパイロット信号の一部又は全部が、異なってよい。
【０１２１】
　以下は、図９を参照して、Ｎ個の端末デバイスのうち任意の１つがＬ個の隣接スロット
のうち任意の２つにおいて同じパイロット信号を使用する場合を説明する。
【０１２２】
　図９に示されるように、端末デバイスは常に１つのグループにグループ化されるわけで
はない。例えば、スロットｉにおいては、端末デバイス１、端末デバイス２、端末デバイ
ス３、及び端末デバイス４が１つのグループにグループ化されているが、スロットｉ＋１
においては、端末デバイス１、端末デバイス６、端末デバイス３、及び端末デバイス１２
が１つのグループにグループ化されている。別の例として、スロットｉにおいては、端末
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デバイス５、端末デバイス６、端末デバイス７、及び端末デバイス８が１つのグループに
グループ化されているが、スロットｉ＋１においては、端末デバイス５、端末デバイス１
０、端末デバイス１１、及び端末デバイス１８が１つのグループにグループ化されている
。このような方法で周波数ホッピングシーケンスを割り当てることにより、端末デバイス
１、端末デバイス５、及び端末デバイス９が１つのグループ内でないことが確保され得る
。
【０１２３】
　このように、連続するスロットにおいて２つの端末デバイスを異なるグループにグルー
プ化することにより、初期送信及び再送信の双方において２つの端末デバイスが互いに衝
突する確率が低減できる。
【０１２４】
　図９に示すように、同じグループ内の端末デバイスは同じパイロット信号を使用してよ
く、例えば、端末デバイス１、端末デバイス５、及び端末デバイス９が常に同じパイロッ
ト信号ｓpilot

1を使用する。別の例として、端末デバイス２、端末デバイス６、及び端末
デバイス１０が常に同じパイロット信号ｓpilot

2を使用する。
【０１２５】
　このような方式では、各端末デバイスに１つのパイロット信号のみ割り当てられる必要
がある。このように、パイロット信号の総数が低減できる。さらに、ネットワークにより
端末デバイスに対してパイロット信号を構成する複雑さが低減され得、ネットワークデバ
イスにより端末デバイスを検出する性能が改善できる。
【０１２６】
　以下は、図１０を参照して、Ｌ個の隣接スロットにおいてＮ個の端末デバイスのうち少
なくともいくつかにより使用されるパイロット信号のうち一部又は全部が異なる場合を説
明する。
【０１２７】
　図１０に示すように、端末デバイスは常に１つのグループにグループ化されるわけでは
なく、端末デバイスにより使用されるパイロット信号もまた時間とともに変化する。例え
ば、スロットｉにおいて、端末デバイス２は、周波数帯１で上りリンク送信を実行すると
きパイロット信号ｓpilot

2を使用するが、スロットｉ＋１において、端末デバイス２は、
周波数帯３にホップしたときパイロット信号ｓpilot

1を使用して上りリンク送信を実行す
る。別の例として、スロットｉにおいて、端末デバイス９は、周波数帯３で上りリンク送
信を実行するときパイロット信号ｓpilot

1を使用するが、スロットｉ＋１において、端末
デバイス９は、周波数帯１にホップしたときパイロット信号ｓpilot

3を使用して上りリン
ク送信を実行する。端末デバイスはＬ個の隣接スロットにおいて異なるパイロット信号を
使用してよいことが習得できる。
【０１２８】
　本願の本実施形態において、端末デバイスを隣接スロットにおいて異なるグループにグ
ループ化することにより、及び端末デバイスが隣接スロットにおいて異なるパイロット信
号を使用することを可能にすることにより、端末デバイスが再グループ化され、パイロッ
ト信号が再割り当てされ、それにより、初期送信及び再送信の双方において２つの端末デ
バイスが互いに衝突する確率がさらに低減できる。
【０１２９】
　Ｓ５２０．ネットワークデバイスが第１の指示情報を第１の端末デバイスに送出する。
【０１３０】
　具体的に、第１の指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと各
スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号とを決定するため
に使用される。すなわち、第１の端末デバイスは、第１の指示情報に基づいて、第１の端
末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスによ
り使用されるパイロット信号とを決定してよい。
【０１３１】
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　任意選択で、第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報を含んでよい。利用可能周波
数帯指示情報は、Ｌ個の隣接スロットにおいてＮ個の端末デバイスにより使用できる周波
数リソースを示すために使用される。第１の端末デバイスは、第１の指示情報に基づいて
、Ｌ個の隣接スロットの各々において第１の端末デバイスにより使用される周波数リソー
スを決定し得る。
【０１３２】
　本願の本実施形態において、周波数リソースは複数の連続する周波数帯を含んでよく、
利用可能周波数帯指示情報は、複数の周波数帯の開始位置と、複数の連続する周波数帯の
各々により占有される帯域幅とを含んでよい。
【０１３３】
　このように、端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンスにより示される周波数帯を
決定することができ、すなわち、上りリンク送信に使用される周波数帯を決定することが
できる。
【０１３４】
　任意選択で、第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含んでよい。周
波数ホッピングシーケンス指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケン
スを示すために使用される。
【０１３５】
　周波数ホッピングシーケンス指示情報の一実施形態において、周波数ホッピングシーケ
ンス指示情報は第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス番号を含んでよい。周
波数ホッピングシーケンス番号は、周波数ホッピングシーケンスを示すために使用される
。
【０１３６】
　１つの周波数ホッピングシーケンス番号は１つの周波数ホッピングシーケンスに対応し
てよい。例えば、周波数ホッピングシーケンス番号１が周波数ホッピングシーケンス１２
３４に対応し、あるいは周波数ホッピングシーケンス番号２が周波数ホッピングシーケン
ス２３４１に対応する。
【０１３７】
　１つの周波数ホッピングシーケンス番号は複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し
てよい。複数の周波数ホッピングシーケンスの長さは異なってよい。例えば、周波数ホッ
ピングシーケンス番号１が周波数ホッピングシーケンス２３１４及び周波数ホッピングシ
ーケンス１２４３５に対応する。
【０１３８】
　周波数ホッピングシーケンス指示情報の別の実施形態において、周波数ホッピングシー
ケンス指示情報は第１の端末デバイスのＩＤを含んでよい。第１の端末デバイスのＩＤは
第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスに対応する。
【０１３９】
　第１の端末デバイスのＩＤは１つの周波数ホッピングシーケンスに対応してよい。例え
ば、ネットワークデバイスにより第１の端末デバイスに割り当てられたＩＤ５が周波数ホ
ッピングシーケンス１２３４に対応し、あるいはネットワークデバイスにより第１の端末
デバイスに割り当てられたＩＤ６が周波数ホッピングシーケンス２３４１に対応する。
【０１４０】
　第１の端末デバイスのＩＤは複数の周波数ホッピングシーケンスに対応してよい。複数
の周波数ホッピングシーケンスの長さは異なってよい。例えば、第１の端末デバイスのＩ
Ｄ５が周波数ホッピングシーケンス２３１４及び周波数ホッピングシーケンス１２４３５
に対応する。
【０１４１】
　１つの周波数ホッピングシーケンス番号又は１つのＩＤが複数の周波数ホッピングシー
ケンスに対応する場合、第１の指示情報は長さ指示情報をさらに含んでよい。長さ指示情
報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用される
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。
【０１４２】
　任意選択で、第１の指示情報はパイロット信号指示情報を含んでよい。パイロット信号
指示情報は、各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を
示すために使用される。
【０１４３】
　パイロット信号指示情報は、第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を示
す番号であってよい。パイロット信号番号は、Ｌ個の隣接スロットにおいて第１の端末デ
バイスにより使用されるパイロット信号のインデックスを示すために使用される。パイロ
ット信号インデックスは、パイロット信号を示すために使用される。
【０１４４】
　限定でなく例として、ネットワークデバイスは、マルチキャスト方式で、同じ周波数ホ
ッピングシーケンスを使用し、かつ第１の端末デバイスを含む複数の端末デバイスに、第
１の指示情報を同時に送出してよい。
【０１４５】
　限定でなく例として、ネットワークデバイスは、マルチキャスト方式で、同じパイロッ
ト信号を使用し、かつ第１の端末デバイスを含む複数の端末デバイスに、第１の指示情報
を同時に送出してよい。
【０１４６】
　さらに、ネットワークデバイスは、Ｎ個の端末デバイスに１つずつ、Ｎ個の端末デバイ
スの各々に対応する第１の指示情報を通知してよい。ネットワークデバイスが第１の指示
情報を送出する具体的な方式は、本願の本実施形態において限定されない。
【０１４７】
　Ｓ５３０．第１の端末デバイスが、第１の指示情報に基づいて、第１の端末デバイスの
周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用される
パイロット信号とを決定する。
【０１４８】
　任意選択で、第１の端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて
第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスを決定してよい。
【０１４９】
　例えば、第１の端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンス番号に基づいて第１の端
末デバイスの周波数ホッピングシーケンスを決定してよい。
【０１５０】
　具体的には、本願の本実施形態において、第１の端末デバイス及びネットワークデバイ
スは同じ周波数ホッピングシーケンスセットを使用し、該セットは標準仕様に従って第１
の端末デバイス及びネットワークデバイスにより記憶され、あるいはネットワークデバイ
スにより第１の端末デバイスに周期的に通知される。第１の端末デバイスの周波数ホッピ
ングシーケンスを決定した後、ネットワークデバイスは第１の端末デバイスに周波数ホッ
ピングシーケンス番号を配信してよく、ここで、周波数ホッピングシーケンス番号は周波
数ホッピングシーケンスセット内の１つの周波数ホッピングシーケンスに対応し、それに
より、端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンス番号に基づいて、送信のための周波
数ホッピングシーケンスを選択し得る。あるいは、周波数ホッピングシーケンス番号は周
波数ホッピングシーケンスセット内の複数の周波数ホッピングシーケンスに対応し、ネッ
トワークデバイスは同時に周波数ホッピングシーケンスの長さを端末デバイスに配信する
必要があり、それにより、端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンス番号及び周波数
ホッピングシーケンスの長さに基づいて、上りリンク送信に使用される周波数ホッピング
シーケンスを決定し得る。
【０１５１】
　例えば、第１の端末デバイスは第１の端末デバイスのＩＤに基づいて周波数ホッピング
シーケンスを決定してよい。
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【０１５２】
　具体的に、第１の端末デバイス及びネットワークデバイスは同じ周波数ホッピングシー
ケンスセットを使用し、該セットは標準仕様に従って第１の端末デバイス及びネットワー
クデバイスにより記憶され、あるいはネットワークデバイスにより第１の端末デバイスに
周期的に通知される。第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスを決定した後、
ネットワークデバイスは第１の端末デバイスのＩＤを配信してよく、第１の端末デバイス
のＩＤは周波数ホッピングシーケンスセット内の１つの周波数ホッピングシーケンスに対
応し、それにより、端末デバイスは、送信のための周波数ホッピングシーケンスを選択し
得る。あるいは、ＩＤは周波数ホッピングシーケンスセット内の複数の周波数ホッピング
シーケンスに対応し、ネットワークデバイスは周波数ホッピングシーケンスの長さを同時
に端末デバイスに配信する必要があり、それにより、端末デバイスは、第１の端末デバイ
スのＩＤ及び周波数ホッピングシーケンスの長さに基づいて、上りリンク送信に使用され
る周波数ホッピングシーケンスを決定し得る。
【０１５３】
　任意選択で、第１の端末デバイスは、パイロット信号指示情報に基づいて、第１の端末
デバイスにより使用されるパイロット信号を決定してよい。
【０１５４】
　例えば、第１の端末デバイスは、パイロット信号番号に基づいて、第１の端末デバイス
により使用されるパイロット信号を決定してよい。
【０１５５】
　例えば、第１の端末デバイスにより受信されるパイロット信号番号が１であるとき、そ
れは、Ｌ個の隣接スロットにおける第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号
のインデックスが１１１１であることを示す。インデックスが１であるパイロット信号は
パイロット信号ｓpilot

1である。次いで、第１の端末デバイスは、Ｌ個の隣接スロットの
各々においてパイロット信号ｓpilot

1を使用し得る。
【０１５６】
　例えば、第１の端末デバイスにより受信されるパイロット信号番号が５であるとき、そ
れは、Ｌ個の隣接スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号
のインデックスが１２３４であることを示す。インデックスが１であるパイロット信号は
パイロット信号ｓpilot

1であり、インデックスが２であるパイロット信号はパイロット信
号ｓpilot

2あり、インデックスが３であるパイロット信号はパイロット信号ｓpilot
3であ

り、インデックスが４であるパイロット信号はパイロット信号ｓpilot
4である。次いで、

第１の端末デバイスは、Ｌ個の隣接スロットにおいてそれぞれパイロット信号ｓpilot
1、

ｓpilot
2、ｓpilot

3、ｓpilot
4を使用し得る。

【０１５７】
　任意選択で、端末デバイスは、最初、周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて
第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスを決定し、次いで、周波数ホッピング
シーケンスとパイロット信号との間のマッピング関係に基づいて、各スロットにおいて第
１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を決定してよい。
【０１５８】
　具体的に、第１の端末デバイスは、複数の周波数ホッピングシーケンスと複数のパイロ
ット信号との間のマッピング関係を事前に記憶してよい。複数の周波数ホッピングシーケ
ンスと複数のパイロット信号との間のマッピング関係は、複数の周波数ホッピングシーケ
ンス番号と複数のパイロット信号番号との間のマッピング関係であってよい。端末デバイ
スは、端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス番号に対応するパイロット信号番号を
検索することにより、端末デバイスのパイロット信号を決定してよい。インデックスが１
であるパイロット信号はパイロット信号ｓpilot

1であり、インデックスが２であるパイロ
ット信号はパイロット信号ｓpilot

2あり、インデックスが３であるパイロット信号はパイ
ロット信号ｓpilot

3であり、インデックスが４であるパイロット信号はパイロット信号ｓ
pilot

4であることが以下で説明のため一例として用いられる。
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【０１５９】
　本願の本実施形態において、複数の周波数ホッピングシーケンスと複数のパイロット信
号との間のマッピング関係は、事前定義、標準仕様、シグナリング通知、工場設定などの
方式で第１の端末デバイスにより習得されてよい。ネットワークデバイスについて、マッ
ピング関係は同様に、事前定義、標準仕様、シグナリング相互作用、工場設定などの方式
でネットワークデバイスにより習得されてよい。
【０１６０】
　ところで、本願の本実施形態において、特に注記しない限り、ネットワークデバイス又
は第１の端末デバイスにより習得される必要のあるコンテンツは、事前定義、標準仕様、
シグナリング相互作用、工場設定などの方式で習得されてよく、すなわち、ネットワーク
デバイス又は第１の端末デバイスが該コンテンツを習得する方式は本願の本実施形態にお
いて限定されない。
【０１６１】
　例えば、表１は、図９に示される各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス番号、
周波数ホッピングシーケンス、パイロット信号番号、及びパイロット信号インデックス間
のマッピング関係を示す。表１に示すように、例えば、端末デバイス１の周波数ホッピン
グシーケンス番号は２であり、対応する周波数ホッピングシーケンス番号は１２３１であ
り、パイロット信号番号は１であり、パイロット信号のインデックスは１１１１である。
端末デバイス２の周波数ホッピングシーケンス番号は１であり、対応する周波数ホッピン
グシーケンス番号は１３１１であり、パイロット信号番号は２であり、パイロット信号の
インデックスは２２２２である。
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【表１】

【０１６２】
　表１に示されるマッピング関係に基づいて、各端末デバイスは、端末デバイスの周波数
ホッピングシーケンス番号又は端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスに基づいて、
各スロットにおいて使用されるパイロット信号の番号を決定してよく、次いで、各スロッ
トにおいて使用されるパイロット信号を決定してよい。例えば、端末デバイス１は、端末
デバイス１の周波数ホッピングシーケンス番号２又は端末デバイス１の周波数ホッピング
シーケンス１２３１に基づいて、端末デバイス１により使用されるパイロット信号の番号
が１であると決定してよい。したがって、端末デバイス１は、スロットｉ、スロットｉ＋
１、スロットｉ＋２、及びスロットｉ＋３において使用されるパイロット信号が、番号が
１であるパイロット信号ｓpilot

1であると決定してよい。例えば、端末デバイス２は、端
末デバイス２の周波数ホッピングシーケンス番号１又は端末デバイス２の周波数ホッピン
グシーケンス１３３１に基づいて、端末デバイス１により使用されるパイロット信号の番
号が２であると決定してよい。したがって、端末デバイス１は、スロットｉ、スロットｉ
＋１、スロットｉ＋２、及びスロットｉ＋３において使用されるパイロット信号が、番号
が２であるパイロット信号ｓpilot

2であると決定してよい。
【０１６３】
　例えば、表２は、図１０に示される各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンス番号
、周波数ホッピングシーケンス、パイロット信号番号、及びパイロット信号インデックス
間のマッピング関係を示す。表２に示すように、例えば、端末デバイス１の周波数ホッピ
ングシーケンス番号は１であり、対応する周波数ホッピングシーケンスは１２３１であり
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、パイロット信号番号は１であり、パイロット信号のインデックスは１１１１である。端
末デバイス２の周波数ホッピングシーケンス番号は６であり、対応する周波数ホッピング
シーケンスは１３２３であり、パイロット信号番号は６であり、パイロット信号のインデ
ックスは２１１４である。
【表２】

【０１６４】
　表２に示すマッピング関係に基づいて、各端末デバイスは、各端末デバイスの周波数ホ
ッピングシーケンス番号又は各端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスに基づいて、
各スロットにおいて使用されるパイロット信号の番号を決定してよく、次いで、各スロッ
トにおいて使用されるパイロット信号を決定してよい。例えば、端末デバイス１は、端末
デバイス１の周波数ホッピングシーケンス番号１又は端末デバイス１の周波数ホッピング
シーケンス１２３１に基づいて、端末デバイス１により使用されるパイロット信号の番号
が１であると決定してよい。したがって、端末デバイス１は、スロットｉ、スロットｉ＋
１、スロットｉ＋２、及びスロットｉ＋３において使用されるパイロット信号が、番号が
１であるパイロット信号ｓpilot

1であると決定してよい。例えば、端末デバイス２は、端
末デバイス２の周波数ホッピングシーケンス番号６又は端末デバイス２の周波数ホッピン
グシーケンス１３２３に基づいて、端末デバイス１により使用されるパイロット信号の番
号が６であると決定してよい。したがって、端末デバイス１は、スロットｉにおいて使用
されるパイロット信号がインデックスが２であるパイロット信号ｓpilot

2であり、スロッ
トｉ＋１において使用されるパイロット信号がインデックスが１であるパイロット信号ｓ
pilot

1であり、スロットｉ＋２において使用されるパイロット信号がインデックスが１で
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あるパイロット信号ｓpilot
1であり、スロットｉ＋３において使用されるパイロット信号

がインデックスが４であるパイロット信号ｓpilot
4であると決定してよい。

【０１６５】
　第１の端末デバイスが使用されるパイロット信号を決定した後、上りリンク送信が実行
される必要があるとき、第１の端末デバイスは、周波数ホッピングシーケンスに対応する
周波数リソースで第１の端末デバイスに対応するパイロット信号をネットワークデバイス
に送出してよい。
【０１６６】
　したがって、本願の本実施形態による送信方法において、端末デバイスはグループ化周
波数ホッピングスキームを使用し、グループ内の各端末デバイスは異なるパイロット信号
で構成され、全てのグループはＫ個の（各グループは最大Ｋ個の端末デバイスを含む）パ
イロット信号を含むパイロットプールを共有する。したがって、本願の本実施形態による
送信方法はパイロット信号の総数を低減することができ、ネットワークデバイスにより端
末デバイスを検出する性能を改善することができる。
【０１６７】
　以上、図２及び図１０を参照して、本願の実施形態による送信方法を詳細に説明した。
以下は、図１１及び図１２を参照して、本願の実施形態による送信デバイスを詳細に説明
する。ここで、送信デバイスは、ネットワークデバイス及び端末デバイスを含む。
【０１６８】
　図１１は、本願の一実施形態によるネットワークデバイス１１００の概略ブロック図で
ある。図１０に示されるように、ネットワークデバイス１１００は処理ユニット１１１０
及び送出ユニット１１２０を含む。
【０１６９】
　処理ユニット１１１０は、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグルー
プ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するように構
成され、周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各々の端末
デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し、各スロ
ットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用し、各ス
ロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、ここでＮ
＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜Ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグループによ
り使用されるパイロット信号はＫ個の異なるパイロット信号を含むセット内の要素であり
、各スロットにおいて各グループ内の任意の２つの端末デバイスにより使用されるパイロ
ット信号は異なる。
【０１７０】
　送出ユニット１１２０は、Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイスに第１の指示
情報を送出するように構成され、第１の指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピ
ングシーケンスと各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信
号とを決定するために使用される。
【０１７１】
　任意選択で、第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、周波数ホ
ッピングシーケンス指示情報は、第１の端末デバイスにより使用される周波数ホッピング
シーケンスを示すために使用される。
【０１７２】
　任意選択で、周波数ホッピングシーケンス指示情報は第１の端末デバイスの周波数ホッ
ピングシーケンス番号又は第１の端末デバイスの識別子を含み、第１の端末デバイスの識
別子は第１の端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスに対応する。
【０１７３】
　任意選択で、第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報をさ
らに含み、利用可能周波数帯指示情報は、Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数
リソースを示すために使用され、長さ指示情報は、第１の端末デバイスの周波数ホッピン



(28) JP 6971321 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

グシーケンスの長さを示すために使用される。
【０１７４】
　任意選択で、送出ユニット１１２０は具体的に、マルチキャスト方式で、同じ周波数ホ
ッピングシーケンスを使用する複数の端末デバイスに第１の指示情報を同時に送出するよ
うに構成され、複数の端末デバイスは第１の端末デバイスを含む。
【０１７５】
　任意選択で、Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化
された端末デバイスが任意の他のスロットにおいて同じグループにグループ化される。
【０１７６】
　任意選択で、Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化
された端末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグループ内で
ない。
【０１７７】
　任意選択で、第１の指示情報はパイロット信号指示情報をさらに含み、パイロット信号
指示情報は、各スロットにおいて第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を
示すために使用される。
【０１７８】
　任意選択で、送出ユニット１１２０は具体的に、マルチキャスト方式で、Ｌ個の隣接ス
ロットにおいて同じパイロット信号を使用する複数の端末デバイスに第１の指示情報を同
時に送信するように構成され、複数の端末デバイスは第１の端末デバイスを含む。
【０１７９】
　任意選択で、第１の端末デバイスはＬ個の隣接スロットにおいて同じパイロット信号を
使用する。
【０１８０】
　任意選択で、Ｌ個の隣接スロットのうち少なくとも２つにおいてＮ個の端末デバイスの
うち少なくともいくつかにより使用されるパイロット信号は異なる。
【０１８１】
　任意選択で、処理ユニット１１１０はさらに、Ｎ個の端末デバイスをＬ個の隣接スロッ
トの各々における複数のグループにグループ化するように構成される。
【０１８２】
　任意選択で、処理ユニット１１１０は具体的に、以下の条件、すなわち、チャネル条件
、ネットワークデバイスとＮ個の端末デバイスの各々との間の距離、又はＮ個の端末デバ
イスの各々のパケット到着率、のうち少なくとも１つに基づいて、Ｎ個の端末デバイスを
Ｌ個の隣接スロットの各々における複数のグループにグループ化するように構成される。
【０１８３】
　処理ユニット１１１０はプロセッサを使用することにより実現されてよく、送出ユニッ
ト１１２０は送信機を使用することにより実現されてよいことに留意されたい。
【０１８４】
　ネットワークデバイス１１００は前述の方法で説明したネットワークデバイスに対応し
てよく、ネットワークデバイス１１００内のモジュール又はユニットは図５に示す方法の
実施形態でネットワークデバイスにより実行される各動作又は処理プロセスを実行するよ
う別個に構成されることをさらに理解されたい。繰り返しを避けるため、本明細書におい
てその詳細な説明は省略される。
【０１８５】
　図１２は、本願の一実施形態による端末デバイス１２００の概略ブロック図である。図
１２に示すように、端末デバイス１２００は受信ユニット１２１０及び処理ユニット１２
２０を含む。
【０１８６】
　受信ユニット１２１０は、ネットワークデバイスにより送出される第１の指示情報を受
信するように構成され、端末デバイスは、ネットワークデバイスによりＬ個の隣接スロッ
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トの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイスのうちの１つで
あり、ここでＮ＞２及びＬ≧２である。
【０１８７】
　処理ユニット１２２０は、第１の指示情報に基づいて、端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンスと各スロットにおいて端末デバイスにより使用されるパイロット信号とを決
定するように構成される。
【０１８８】
　任意選択で、第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、周波数ホ
ッピングシーケンス指示情報は、端末デバイスにより使用される周波数ホッピングシーケ
ンスを示すために使用される。
【０１８９】
　任意選択で、周波数ホッピングシーケンス指示情報は端末デバイスの周波数ホッピング
シーケンス番号又は端末デバイスの識別子を含み、端末デバイスの識別子は端末デバイス
の周波数ホッピングシーケンスに対応する。
【０１９０】
　任意選択で、処理ユニット１２２０は具体的に、
　周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて端末デバイスの周波数ホッピングシー
ケンスを決定し、
　周波数ホッピングシーケンスとパイロット信号との間のマッピング関係に基づいて、各
スロットにおいて端末デバイスにより使用されるパイロット信号を決定する
　ように構成される。
【０１９１】
　任意選択で、第１の指示情報はパイロット信号指示情報を含み、パイロット信号指示情
報は、各スロットにおいて端末デバイスにより使用されるパイロット信号を示すために使
用される。
【０１９２】
　任意選択で、第１の指示情報は、利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報を
さらに含み、利用可能周波数帯指示情報は、Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波
数リソースを示すために使用され、長さ指示情報は、端末デバイスの周波数ホッピングシ
ーケンスの長さを示すために使用される。
【０１９３】
　受信ユニット１２１０は受信機により実現されてよく、処理ユニット１２２０はプロセ
ッサにより実現されてよいことを理解されたい。
【０１９４】
　さらに、端末デバイス１２００は前述の方法で説明した第１の端末デバイスに対応して
よく、端末デバイス１２００内のモジュール又はユニットは図５に示す方法の実施形態に
おいて第１の端末デバイスにより実行される各動作又は処理プロセスを実行するように別
個に構成されることを理解されたい。繰り返しを避けるため、本明細書においてその詳細
な説明は省略される。
【０１９５】
　本願の本実施形態はプロセッサに適用されてよく、あるいはプロセッサにより実現され
てよい。プロセッサは集積回路チップであってよく、信号処理能力を有する。実装プロセ
スにおいて、前述の方法の実施形態のステップは、プロセッサ内のハードウェア集積論理
回路を使用することにより、又はソフトウェアの形式の命令を使用することにより実現で
きる。前述のプロセッサは中央処理ユニット（Central　Processing　Unit、ＣＰＵ）で
あってよく、プロセッサはさらに、別の汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Digi
tal　Signal　Processor、ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Application-Specific　In
tegrated　Circuit、ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Field　Prog
rammable　Gate　Array、ＦＰＧＡ）又は別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリ
ートゲート又はトランジスタ論理デバイス、又はディスクリートハードウェアコンポーネ
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ントであってよい。それは、本願の実施形態において開示される方法、ステップ、及び論
理ブロック図を実現又は実行することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あってよく、あるいはプロセッサは任意の従来のプロセッサ等であってよい。本願の実施
形態を参照して開示される方法のステップは、ハードウェア復号プロセッサを使用するこ
とにより直接実行及び達成されてよく、あるいは復号プロセッサにおけるハードウェア及
びソフトウェアの組み合わせを使用することにより実行及び達成されてよい。ソフトウェ
アユニットは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読取専用メモリ、プログラ
マブル読取専用メモリ、電気的消去可能プログラマブルメモリ、レジスタなどの当該分野
における成熟した記憶媒体に配置されてよい。記憶媒体はメモリ内に配置され、プロセッ
サはメモリ内の情報を読み出し、プロセッサのハードウェアと組み合わせて前述の方法の
ステップを完了する。
【０１９６】
　本願の実施形態におけるメモリは揮発メモリ又は不揮発メモリであってよく、あるいは
揮発メモリ及び不揮発メモリを含んでよいことがさらに理解され得る。不揮発メモリは、
読取専用メモリ（Read-Only　Memory、ＲＯＭ）、プログラマブル読取専用メモリ（Progr
ammable　ROM、ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取専用メモリ（Erasable　PROM、
ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（Electrically　EPROM、
ＥＥＰＲＯＭ）、又はフラッシュメモリであってよい。揮発メモリは、外部キャッシュと
して使用されるランダムアクセスメモリ（Random　Access　Memory、ＲＡＭ）であってよ
い。限定的でない例示的な説明を通じて、多くの形式のＲＡＭ、例えば、スタティックラ
ンダムアクセスメモリ（Static　RAM、ＳＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモ
リ（Dynamic　RAM、ＤＲＡＭ）、同期ダイナミックランダムアクセスメモリ（Synchronou
s　DRAM、ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレート同期ダイナミックランダムアクセスメモリ
（Double　Data　Rate　SDRAM、ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張同期ダイナミックランダム
アクセスメモリ（Enhanced　SDRAM、ＥＳＤＲＡＭ）、同期リンクダイナミックランダム
アクセスメモリ（Synchlink　DRAM、ＳＬＤＲＡＭ）、及びダイレクトランバスダイナミ
ックランダムアクセスメモリ（Direct　Rambus　RAM、ＤＲ　ＲＡＭ）が使用されてよい
。本明細書に記載のシステム及び方法のメモリはこれら及び他の適切なタイプの任意のメ
モリを含むがこれらに限定されないことに留意されたい。
【０１９７】
　前述のプロセスのシーケンス番号は本願の様々な実施形態における実行シーケンスを意
味しないことを理解されたい。プロセスの実行シーケンスはプロセスの機能及び内部論理
に従って決定されるべきであり、本願の実施形態の実装プロセスに対するいかなる制限と
も解釈されるべきでない。
【０１９８】
　実装プロセスにおいて、前述の方法のステップは、プロセッサ内のハードウェア集積論
理回路を使用することにより、又はソフトウェアの形式の命令を使用することにより実現
できる。本願の実施形態に関連して開示される通信インターフェース故障の処理方法のス
テップは、ハードウェアプロセッサにより直接実行されてよく、あるいはプロセッサ内の
ハードウェアとソフトウェアの組み合わせを使用することにより実行されてよい。ソフト
ウェアユニットは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読取専用メモリ、プロ
グラマブル読取専用メモリ、電気的消去可能プログラマブルメモリ、レジスタなどの当技
術分野における成熟した記憶媒体に配置されてよい。記憶媒体はメモリ内に配置され、プ
ロセッサはメモリ内の情報を読み出し、プロセッサのハードウェアと組み合わせて前述の
方法のステップを完了する。繰り返しを避けるために、詳細はここで再度説明されない。
【０１９９】
　当業者は、本明細書に開示された実施形態で説明される例と組み合わせて、ユニット及
びアルゴリズムステップが電子ハードウェア又はコンピュータソフトウェアと電子ハード
ウェアの組み合わせにより実現され得ることを認識し得る。機能がハードウェアにより実
行されるか又はソフトウェアにより実行されるかは、技術的解決策の特定の適用及び設計
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制約条件に依存する。当業者は、各特定の適用について記載された機能を実施するために
異なる方法を使用し得るが、その実装が本願の範囲を超えていると考えられるべきでない
。
【０２００】
　簡便で簡潔な説明を目的とし、上述のシステム、装置、及びユニットの詳細な作業プロ
セスについて、上述の方法の実施形態における対応するプロセスが参照され得ることが当
業者に明確に理解され得、詳細はここで再度説明されない。
【０２０１】
　本願において提供されるいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置、及
び方法は他の方式で実施され得ることを理解されたい。例えば、説明された装置の実施形
態は単なる一例である。例えば、ユニット分割は単なる論理機能分割であり、実際の実装
において他の分割であってよい。例えば、複数のユニット又はコンポーネントが組み合わ
せられ、又は別のシステムに統合されてよく、あるいはいくつかの特徴が無視され、又は
実行されなくてよい。さらに、表示され又は論じられた相互結合又は直接結合又は通信接
続はいくつかのインターフェースを使用することにより実現されてよい。装置又はユニッ
ト間の間接結合又は通信接続は電子的、機械的、又は他の形式で実現されてよい。
【０２０２】
　別個の部分として説明されたユニットは物理的に別個であっても又はそうでなくてもよ
く、ユニットとして表示された部分は物理的なユニットであっても又はそうでなくてもよ
く、１つの位置に配置されてよく、あるいは複数のネットワークユニットに分散されてよ
い。ユニットの一部又は全部は、実施形態の解決策の目的を達成するために、実際の要件
に基づいて選択されてよい。
【０２０３】
　さらに、本願の実施形態の機能ユニットは１つの処理ユニットに統合されてよく、ある
いはユニットの各々は物理的に単独で存在してよく、あるいは２つ以上のユニットは１つ
のユニットに統合される。
【０２０４】
　前述の実施形態の全部又は一部は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又
はこれらの任意の組み合わせを使用することにより実現されてよい。本実施形態を実現す
るためにソフトウェアが使用されるとき、実施形態はコンピュータプログラムプロダクト
の形式で完全に又は部分的に実現されてよい。コンピュータプログラムプロダクトは１つ
以上のコンピュータ命令を含む。コンピュータプログラム命令がコンピュータにロードさ
れ、実行されたとき、本願の実施形態による手順又は機能が全て又は部分的に生成される
。コンピュータは、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、
又は他のプログラマブル装置であってよい。コンピュータ命令はコンピュータ読取可能記
憶媒体に記憶されてよく、あるいはコンピュータ読取可能記憶媒体から別のコンピュータ
読取可能記憶媒体に送信されてよい。例えば、コンピュータ命令は、ウェブサイト、コン
ピュータ、サーバ、又はデータセンタから、有線（例えば、同軸ケーブル、光ファイバ、
又はデジタル加入者線（ＤＳＬ））又は無線（例えば、赤外線、ラジオ、及びマイクロ波
など）方式で、別のウェブサイト、コンピュータ、サーバ、又はデータセンタに送信され
得る。コンピュータ読取可能記憶媒体は、コンピュータによりアクセス可能な任意の使用
可能媒体、又は１つ以上の使用可能媒体を統合するサーバ又はデータセンタなどのデータ
記憶デバイスであってよい。使用可能媒体は、磁気媒体（例えば、フロッピーディスク、
ハードディスク、又は磁気テープ）、光学媒体（例えば、ＤＶＤ）、半導体媒体（例えば
、ソリッドステートディスク（Solid　State　Disk、ＳＳＤ））などであってよい。
【０２０５】
　前述の説明は単に本願の特定の実装に過ぎず、本願の保護範囲を限定することは意図さ
れない。本願において開示される技術的範囲内で当業者により容易に理解される変更又は
置換は本願の保護範囲内に入るものとする。したがって、本願の保護範囲は特許請求の範
囲の保護範囲に従うものとする。
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　本発明の一例に従って、本願は以下の実施形態を更に提供する。
　実施形態１：
　送信方法であって、
　ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグ
ループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するステ
ップであり、前記周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各
々の端末デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し
、各スロットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用
し、各スロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、
ここでＮ＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜Ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグル
ープにより使用されるパイロット信号がＫ個の異なるパイロット信号を含むセット内の要
素であり、各スロットにおいて各グループ内の任意の２つの端末デバイスにより使用され
るパイロット信号が異なる、ステップと、
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイス
に第１の指示情報を送出するステップであり、前記第１の指示情報は、前記第１の端末デ
バイスの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスによ
り使用されるパイロット信号とを決定するために使用される、ステップと、
　を含む方法。
　実施形態２：
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、前記周波数ホッピ
ングシーケンス指示情報は、前記第１の端末デバイスにより使用される前記周波数ホッピ
ングシーケンスを示すために使用される、実施形態１に記載の方法。
　実施形態３：
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号又は前記第１の端末デバイスの識別子を含み、前記第１の端末デバイス
の前記識別子は前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスに対応する、
実施形態２に記載の方法。
　実施形態４：
　前記第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報をさらに含み
、前記利用可能周波数帯指示情報は、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数
リソースを示すために使用され、前記長さ指示情報は、前記第１の端末デバイスの前記周
波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用される、実施形態１乃至３のうちいず
れか１項に記載の方法。
　実施形態５：
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイス
に第１の指示情報を送出するステップは、
　前記ネットワークデバイスによりマルチキャスト方式で、同じ周波数ホッピングシーケ
ンスを使用する複数の端末デバイスに前記第１の指示情報を同時に送出するステップであ
り、前記複数の端末デバイスは前記第１の端末デバイスを含む、ステップ
　を含む、実施形態１乃至４のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態６：
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスが任意の他のスロットにおいて同じグループにグループ化される、実施形態１
乃至５のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態７：
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグループ内でない、実
施形態１乃至５のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態８：
　前記第１の指示情報はパイロット信号指示情報をさらに含み、前記パイロット信号指示
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情報は、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用されるパイロット信号を
示すために使用される、実施形態１乃至７のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態９：
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイス
に第１の指示情報を送出するステップは、
　前記ネットワークデバイスにより前記マルチキャスト方式で、前記Ｌ個の隣接スロット
において同じパイロット信号を使用する複数の端末デバイスに前記第１の指示情報を同時
に送出するステップであり、前記複数の端末デバイスは前記第１の端末デバイスを含む、
ステップ
　を含む、実施形態１乃至８のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態１０：
　前記第１の端末デバイスは前記Ｌ個の隣接スロットにおいて同じパイロット信号を使用
する、実施形態１乃至９のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態１１：
　前記Ｌ個の隣接スロットのうち少なくとも２つにおいて前記Ｎ個の端末デバイスのうち
少なくともいくつかにより使用されるパイロット信号が異なる、実施形態１乃至９のうち
いずれか１項に記載の方法。
　実施形態１２：
　ネットワークデバイスにより、Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグ
ループ化されたＮ個の端末デバイスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するステ
ップの前に、当該方法は、
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロット
の各々において前記複数のグループにグループ化するステップ
　をさらに含む、実施形態１乃至１１のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態１３：
　前記ネットワークデバイスにより、前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロット
の各々において前記複数のグループにグループ化するステップは、
　前記ネットワークデバイスにより、以下の条件、すなわち、チャネル条件、前記ネット
ワークデバイスと前記Ｎ個の端末デバイスの各々との間の距離、又は前記Ｎ個の端末デバ
イスの各々のパケット到着率、のうち少なくとも１つに基づいて、前記Ｎ個の端末デバイ
スを前記Ｌ個の隣接スロットの各々において前記複数のグループにグループ化するステッ
プ
　を含む、実施形態１２に記載の方法。
　実施形態１４：
　送信方法であって、
　第１の端末デバイスにより、ネットワークデバイスにより送出される第１の指示情報を
受信するステップであり、前記第１の端末デバイスは、前記ネットワークデバイスにより
Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイ
スのうちの１つであり、ここでＮ＞２及びＬ≧２である、ステップと、
　前記第１の端末デバイスにより前記第１の指示情報に基づいて、前記第１の端末デバイ
スの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使
用されるパイロット信号とを決定するステップと、
　を含む方法。
　実施形態１５：
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、前記周波数ホッピ
ングシーケンス指示情報は、前記第１の端末デバイスにより使用される前記周波数ホッピ
ングシーケンスを示すために使用される、実施形態１４に記載の方法。
　実施形態１６：
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号又は前記第１の端末デバイスの識別子を含み、前記第１の端末デバイス
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の前記識別子は前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスに対応する、
実施形態１５に記載の方法。
　実施形態１７：
　前記第１の端末デバイスにより前記第１の指示情報に基づいて、前記第１の端末デバイ
スの周波数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使
用されるパイロット信号とを決定するステップは、
　前記第１の端末デバイスにより、前記周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて
前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスを決定するステップと、
　前記第１の端末デバイスにより前記周波数ホッピングシーケンスと前記パイロット信号
との間のマッピング関係に基づいて、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより
使用される前記パイロット信号を決定するステップと、
　を含む、実施形態１４又は１５に記載の方法。
　実施形態１８：
　前記第１の指示情報はパイロット信号指示情報を含み、前記パイロット信号指示情報は
、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用される前記パイロット信号を示
すために使用される、実施形態１４乃至１６のうちいずれか１項に記載の方法。
　実施形態１９：
　前記第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報をさらに含み
、前記利用可能周波数帯指示情報は、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数
リソースを示すために使用され、前記長さ指示情報は、前記第１の端末デバイスの前記周
波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用される、実施形態１４乃至１８のうち
いずれか１項に記載の方法。
　実施形態２０：
　Ｌ個の隣接スロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバ
イスの各々の周波数ホッピングシーケンスを決定するように構成された処理ユニットであ
り、前記周波数ホッピングシーケンスの長さはＬであり、各スロットにおける各々の端末
デバイスグループ内の任意の２つの端末デバイスが同じ周波数リソースを使用し、各スロ
ットにおける任意の２つの端末デバイスグループが異なる周波数リソースを使用し、各ス
ロットにおける各々の端末デバイスグループが最大Ｋ個の端末デバイスを含み、ここでＮ
＞２、Ｌ≧２、２≦Ｋ＜ｎであり、各スロットにおいて各々の端末デバイスグループによ
り使用されるパイロット信号がＫ個の異なるパイロット信号を含むセット内の要素であり
、各スロットにおいて各グループ内の任意の２つの端末デバイスにより使用されるパイロ
ット信号が異なる、処理ユニットと、
　前記Ｎ個の端末デバイスの中の第１の端末デバイスに第１の指示情報を送出するように
構成された送出ユニットであり、前記第１の指示情報は、前記第１の端末デバイスの周波
数ホッピングシーケンスと各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用される
パイロット信号とを決定するために使用される、送出ユニットと、
　を含むネットワークデバイス。
　実施形態２１：
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、前記周波数ホッピ
ングシーケンス指示情報は、前記第１の端末デバイスにより使用される前記周波数ホッピ
ングシーケンスを示すために使用される、実施形態２０に記載のネットワークデバイス。
　実施形態２２：
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記第１の端末デバイスの周波数ホッピン
グシーケンス番号又は前記第１の端末デバイスの識別子を含み、前記第１の端末デバイス
の前記識別子は前記第１の端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスに対応する、
実施形態２１に記載のネットワークデバイス。
　実施形態２３：
　前記第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報をさらに含み
、前記利用可能周波数帯指示情報は、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数
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リソースを示すために使用され、前記長さ指示情報は、前記第１の端末デバイスの前記周
波数ホッピングシーケンスの長さを示すために使用される、実施形態２０乃至２２のうち
いずれか１項に記載のネットワークデバイス。
　実施形態２４：
　前記送出ユニットは具体的に、
　マルチキャスト方式で、同じ周波数ホッピングシーケンスを使用する複数の端末デバイ
スに前記第１の指示情報を同時に送出し、前記複数の端末デバイスは前記第１の端末デバ
イスを含む
　ように構成される、実施形態２０乃至２３のうちいずれか１項に記載のネットワークデ
バイス。
　実施形態２５：
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスが任意の他のスロットにおいて同じグループにグループ化される、実施形態２
０乃至２４のうちいずれか１項に記載のネットワークデバイス。
　実施形態２６：
　前記Ｌ個のスロットの中の第１のスロットにおいて同じグループにグループ化された端
末デバイスのうち少なくともいくつかが別のスロットにおいて同じグループ内でない、実
施形態２０乃至２４のうちいずれか１項に記載のネットワークデバイス。
　実施形態２７：
　前記第１の指示情報はパイロット信号指示情報をさらに含み、前記パイロット信号指示
情報は、各スロットにおいて前記第１の端末デバイスにより使用される前記パイロット信
号を示すために使用される、実施形態２０乃至２６のうちいずれか１項に記載のネットワ
ークデバイス。
　実施形態２８：
　前記送出ユニットは具体的に、
　前記マルチキャスト方式で、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて同じパイロット信号を使
用する複数の端末デバイスに前記第１の指示情報を同時に送出し、前記複数の端末デバイ
スは前記第１の端末デバイスを含む
　ように構成される、実施形態２０乃至２６のうちいずれか１項に記載のネットワークデ
バイス。
　実施形態２９：
　前記第１の端末デバイスは前記Ｌ個の隣接スロットにおいて同じパイロット信号を使用
する、実施形態２０乃至２８のうちいずれか１項に記載のネットワークデバイス。
　実施形態３０：
　前記Ｌ個の隣接スロットのうち少なくとも２つにおいて前記Ｎ個の端末デバイスのうち
少なくともいくつかにより使用されるパイロット信号が異なる、実施形態２０乃至２８の
うちいずれか１項に記載のネットワークデバイス。
　実施形態３１：
　前記処理ユニットはさらに、
　前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロットの各々において前記複数のグループ
にグループ化する
　ように構成される、実施形態２０乃至３０のうちいずれか１項に記載のネットワークデ
バイス。
　実施形態３２：
　前記処理ユニットは具体的に、
　以下の条件、すなわち、チャネル条件、前記ネットワークデバイスと前記Ｎ個の端末デ
バイスの各々との間の距離、又は前記Ｎ個の端末デバイスの各々のパケット到着率、のう
ち少なくとも１つに基づいて、前記Ｎ個の端末デバイスを前記Ｌ個の隣接スロットの各々
において前記複数のグループにグループ化する
　ように構成される、実施形態３１に記載のネットワークデバイス。
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　実施形態３３：
　端末デバイスであって、
　ネットワークデバイスにより送出された第１の指示情報を受信するように構成された受
信ユニットであり、前記端末デバイスは、前記ネットワークデバイスによりＬ個の隣接ス
ロットの各々において複数のグループにグループ化されたＮ個の端末デバイスのうちの１
つであり、ここでＮ＞２及びＬ≧２である、受信ユニットと、
　前記第１の指示情報に基づいて、前記端末デバイスの周波数ホッピングシーケンスと各
スロットにおいて前記端末デバイスにより使用されるパイロット信号とを決定するように
構成された処理ユニットと、
　を含む端末デバイス。
　実施形態３４：
　前記第１の指示情報は周波数ホッピングシーケンス指示情報を含み、前記周波数ホッピ
ングシーケンス指示情報は、前記端末デバイスにより使用される前記周波数ホッピングシ
ーケンスを示すために使用される、実施形態３３に記載の端末デバイス。
　実施形態３５：
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報は前記端末デバイスの周波数ホッピングシー
ケンス番号又は前記端末デバイスの識別子を含み、前記端末デバイスの前記識別子は前記
端末デバイスの前記周波数ホッピングシーケンスに対応する、実施形態３４に記載の端末
デバイス。
　実施形態３６：
　前記処理ユニットは具体的に、
　前記周波数ホッピングシーケンス指示情報に基づいて前記端末デバイスの前記周波数ホ
ッピングシーケンスを決定し、
　前記周波数ホッピングシーケンスと前記パイロット信号との間のマッピング関係に基づ
いて、各スロットにおいて前記端末デバイスにより使用される前記パイロット信号を決定
する
　ように構成される、実施形態３４又は３５に記載の端末デバイス。
　実施形態３７：
　前記第１の指示情報はパイロット信号指示情報を含み、前記パイロット信号指示情報は
、各スロットにおいて前記端末デバイスにより使用される前記パイロット信号を示すため
に使用される、実施形態３３乃至３５のうちいずれか１項に記載の端末デバイス。
　実施形態３８：
　前記第１の指示情報は利用可能周波数帯指示情報及び／又は長さ指示情報をさらに含み
、前記利用可能周波数帯指示情報は、前記Ｌ個の隣接スロットにおいて使用できる周波数
リソースを示すために使用され、前記長さ指示情報は、前記端末デバイスの前記周波数ホ
ッピングシーケンスの長さを示すために使用される、実施形態３３乃至３７のうちいずれ
か１項に記載の端末デバイス。
　実施形態３９：
　コンピュータプログラムを記憶するように構成されたコンピュータ読取可能記憶媒体で
あって、前記コンピュータプログラムは実施形態１乃至１９のうちいずれか１項に記載の
方法を実行するために使用される命令を含む、コンピュータ読取可能記憶媒体。
　実施形態４０：
　コンピュータプログラムプロダクトであって、コンピュータ上で実行されると前記コン
ピュータが実施形態１乃至１９のうちいずれか１項に記載の方法を実行することを可能に
される、コンピュータプログラムプロダクト。
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